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■新年のごあいさつ
■���� / �����のまちづくり
■市政トピックス
■お知らせワイド版　
■あたたかい街づくりをはじめようよ！
■読者の広場
■ぐるっと真庭 まちの話題
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　��月��日、久世特産物推進協議会による久世軽トラ朝

市の��周年を記念した「歳末とめ市」が、久世エスパス

土広場で開催されました。平成�年��月に生産者と消費

者との交流の場として始まった朝市。今回は����人の来

場者でにぎわい、地域の特産物や、年の瀬を前に正月飾

りなどが販売されました。生産者の元気が伝わってくる

市内各所の朝市を、これからもご利用ください。

祝��周年 久 世 軽 ト ラ 朝市

まもなく ��年目 を迎え る真庭市は

今年も今年も 笑顔笑顔 がが いいっっぱいぱ い



ら
ゆ
る
方
面
で
夢
を
描
い
て
ま
い
り
ま

す
。
説
明
責
任
と
透
明
性
を
確
保
し
な
が

ら
、
市
民
皆
様
と
の
強
い
連
携
と
信
頼
を

共
有
し
た
中
で
、
真
庭
市
全
体
を
考
え
た

行
政
判
断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
市
の

将
来
は
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
議
員
は　

年
度
が
任
期
の
最
終

��

年
度
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
市
民
の
代

表
と
し
て 
襟 
を
正
し
、
そ
の
責
務
と
役
割

え
り

を
深
く
自
覚
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
も
相
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

年
度
に
は
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
も

��完
成
し
、
市
民
の
一
体
感
が
ま
す
ま
す
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
活
気
あ
る
明
る

く
輝
か
し
い
年
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

真
庭
市
議
会
は
昨
年
、
議
会
議
員
の
費

用
弁
償
等
条
例
の
一
部
改
正
を
議
員
発
議

で
行
い
費
用
弁
償
を
減
額
し
ま
し
た
。
今

後
も
議
会
改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
も
、

執
行
部
提
案
の
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
も
確
認

し
、
行
政
改
革
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

に
立
ち
、
各
地
域
の
課
題
を
見
据
え
て
あ

　
　
 

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま 

　
　
 

す
。
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

真
庭
市
は
本
年
で
�
年
目
に
入
り
ま
す

が
、
懸
案
事
項
が
山
積
み
で
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
執

行
部
と
と
も
に
各
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
足
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
昨
年
よ
り
運
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
見
直
し
を
図
り
内
容
を
充
実
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

��
��
�
�
�
�
��
	

真庭市市長

�����
真庭市議会議長
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ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、
市
民
の
皆
様
と

積
極
的
な
意
見
交
換
・
情
報
交
換
を
常
に

心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
提
言
を

施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
活

力
に
満
ち
た
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

 
邁  
進 
し
た
い
と
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と

ま
い 

し
ん

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り

多
い
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

な
産
業
振
興
な
ら
び
に
再
生
可
能
な
資
源

循
環
型
社
会
を
目
指
し
た
「
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
」
や
「
誘
客
�
�
�
万
人
を

目
標
に
し
た
観
光
回
廊 

真
庭
」
の
具
体

的
事
業
展
開
を
一
層
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
子
育
て
支
援
・
高
齢
者
支
援

を
は
じ
め
と
し
た
福
祉
、
教
育
お
よ
び
公

共
交
通
の
充
実
、
企
業
誘
致
を
含
め
た
産

業
基
盤
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
推
進
し
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
引
き
続
き
ま
し
て
、
行
財
政
改

革
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら

����

��
　
　
 

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

　
　
 

い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

真
庭
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
と
特
色
あ

る
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
「 
賑 
わ
い
と
安

に
ぎ

ら
ぎ
の 
杜 
の
都
・
真
庭
」
の
実
現
へ
向
け

も
り

て
、
各
施
策
推
進
に
全
力
を
傾
注
し
て
お

り
ま
す
。

　

「
高
度
情
報
通
信
網
の
整
備
」に
つ
き
ま

し
て
は
、
ハ
ー
ド
部
門
は
今
年
中
に
お
お

む
ね
完
了
し
、
全
国
に
誇
れ
る
情
報
環
境

が
整
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
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住
民
、
福
祉
、
教
育
、
消
防
、
上
下
水
道
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
が
利
用
す
る
施
設
の
管
理
や
運
営
な
ど
、

　

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
一
番
身
近
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
が
、
市
長

に
代
表
さ
れ
る
「
行
政
」
で
す
。

　

こ
う
し
た
仕
事
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分

た
ち
で
考
え
、
皆
と
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
で
よ
り
良
い
も
の
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
地
方
自
治
」
と
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
住
民
全
員
が
集
ま
っ
て
話
し
合
う
こ
と
は
困
難
な
の
で
、

住
民
の
代
表
を
選
び
、
そ
の
代
表
が
市
の
予
算
や
条
例
な
ど
を
決
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
構
成
さ
れ
た
意
思
決
定
機
関
が
「
議
会
」
で
す
。

　

議
会
を
代
表
す
る
大
人
た
ち
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
は
、
も
ち

ろ
ん
子
ど
も
た
ち
に
も
享
受
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権
利
は
、
一
定
年
齢
に
達
し
な
け
れ
ば
得

ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
権
利
は
、
命
を
授
か
っ
た
と
き
か
ら
保
障
さ
れ
、
成
長
・
発
達

と
と
も
に
拡
大
す
る
も
の
な
の
で
す
（
子
ど
も
の
権
利
条
約
よ
り
）。

　

年
齢
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
の
機
会
と
し
て
、
初
開
催
し

た
「
中
学
生
議
会
」。

　

子
ど
も
た
ち
も
、
社
会
を
構
成
す
る
一
員
。

　

子
ど
も
た
ち
が
元
気
な
ま
ち
は
、
き
っ
と
、
ま
ち
全
体
も
元
気
な
は

ず
…
。
真
庭
市
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　��月��日、真庭市役所本庁舎（勝山）の議場で、市教育委

員会主催による中学生議会が行われました。市内�中学校

の生徒会役員ら��人が参加し、日ごろの生活や学習の中で

感じている疑問や要望などについて発言しました。

中 学 生 議 会 を 初 開 催
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番
��大
塚
康
平
議
員

（
北
房
中
学
校
）

　過疎化・高齢化が進む中、
若者の定住化による活性化
のための対策は。また、市
が目指すまちづくりとは。
答弁　井手市長
　市総合計画を策定し��年
先の将来像を描き、市民と
共に取り組みを始めた。次
世代を担う若者の定住対策
は重要課題の�つである。
まず働く場所が必要で、企
業誘致を積極的に進めてい
る。また、バイオマス利活
用による新産業の創出や観
光振興に取り組み、就職に
つなげていく。情報通信や
住環境の整備、子育てや学
校教育に力を注ぎ、多方面
からの総合的政策を進める
中で、市独自の若者定住環
境が整っていくものと考え
ている。

市の目指すまちづくり

�
番

河
原
慎
也
議
員

（
勝
山
中
学
校
）

　教科書が��から��サ
イズに変わっている。教科
書に比べ机が小さいと思う
が、新���規格に基づいた
机の購入予定はないか。
答弁　大倉教育長
　大きくなった教科書や副
読本を使用している学校
は、旧規格の机では小さく
不便さを感じている事を教
育委員会でも承知してい
る。現在までに新���規格
の机を小学校で��校、中学
校で�校購入している。旧
���規格のままの小中学校
では今後� , ���台の購入が
必要となる。大量の机数な
ので、机の使用年数を検討
して計画的に購入し、生徒
皆さんが勉学で不快な思い
をされないように努力して
いく。

中学校の机の規格

　

番（
議
席
番
号
）

��兼
田
晃
年
議
員

（
久
世
中
学
校
）

　音の鳴る信号機はまだ少
ない。高齢者や障害のある
人の交通安全確保をどう考
えているか。
答弁　井手市長
　市内に音の出る信号機は
�基設置。ドライバーに早
めの停止を訴えるため交差
点や通学路を緑色で着色
し、横断する歩行者の安全
を確保する対策を市内49
カ所で実施している。信号
機設置や道路標示は公安委
員会（警察）で行っており、
高齢者や障害者が暮らしや
すいまちづくりのため、相
談しながら設置の検討をし
ていく。また、真庭市身体
障害者福祉協会が中心とな
り市内の施設のバリアフリ
ーガイドマップを作成中で
ある。

障害者･高齢者の安全確保

�
番

川
元
康
平
議
員

（
北
房
中
学
校
）

　地上デジタル放送への移
行は遅れるのか。その対策
は。また、市全域が分かる
テレビ自主放送の開局を。
答弁　井手市長
　平成��年末までに市内数
カ所の中継局からデジタル
放送開始の見込みで、都市
部に比べ遅れるということ
はない。市では、市内全戸
に光ファイバを引き込む真
庭ひかりネットワークを構
築中で、これを活用して希
望家庭にデジタル波テレビ
放送を送る計画だ。真庭ひ
かりネットワークは平成��
年度をめどに完成の予定で
ある。そして、市全域の地
域情報を発信する市民が主
役のテレビ局を平成��年�
月に開局する。

市の ��整備

�
番

植
田
直
也
議
員

（
美
甘
中
学
校
）

　体育施設を市民が気軽に
利用できるよう、個人使用で
も料金を免除できないか。
答弁　井手市長
　市内体育施設の使用料金
は平成��年�月から統一し
た。教育活動の一環である
部活動などは免除。体育協
会加入団体は半額の減免と
なっている。個人が健康増
進のため施設を利用する場
合は、一律料金を徴収して
いる。施設は国からお金を
借りて建て、維持管理にも
費用がかかる。利用料は市
民が気軽に利用できるよう
低く定めているので、受益
者負担ということも理解い
ただきたい。そして、スポ
ーツを通しての仲間作りを
続けてほしいと思う。

市施設の使用料

　

番
��赤
田
悠
輔
議
員

（
落
合
中
学
校
）

　「次世代エネルギーパー
ク」とはどのようなものな
のか、環境のためにどのよ
うな工夫がされるのか。
答弁　井手市長
　国は持続可能で地球環境
と調和した次世代エネルギ
ーの積極的導入をしている
全国�地域を「次世代エネ
ルギーパーク」として公表
し、先進事例として紹介。
真庭市は廃棄・未利用の木
材をチップなどにして、農
業や製造業などのボイラー
の燃料に利用、また、バイ
オマスツアーが観光振興に
つながっていることが評価
され選ばれた。石油燃料を
バイオマス燃料に転換して
いくことは、二酸化炭素の
削減に大きく貢献する。

次世代のエネルギー

議事の進行は上写真右の岡

知広議長（勝山中）と写真左

の池田裕夢議会事務局長

（落合中）で行われました。

後半は写真下の植田弘樹副

議長（久世中）が議事を進行

しました。

　

各
中
学
校
の
代
表　

人
が
登
壇
し
、
市
へ

��

の
疑
問
や
要
望
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し

た
。
大
人
と
は
異
な
っ
た
、
子
ど
も
の
視
点

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
意
見
。
質
問
内
容
と

答
弁
を
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
の

で
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

一
般

質
問
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番
��西
田
光
希
議
員

（
落
合
中
学
校
）

　学校にはまだ「バリア」
が数多く存在し、障害があ
る人にとっては不十分。改
善していただきたい。
答弁　大倉教育長
　学校内の「バリア」につ
いては、新築した小学校に
エレベーターを設置した
り、今年度には落合中学校
において階段に手すりを設
置したりするなど、順次改
善をしている。市内には建
築年次の古い学校が多いた
め、全体的にバリアフリー
化がなされていないのが現
状。今後はユニバーサルデ
ザインの視点も含めてバリ
アフリー化を図り、生活の
しやすい学校教育施設へと
改善していきたいと考えて
いる。

学校のバ リ アフ リ ー化

�
番

植
木
悠
太
議
員

（
湯
原
中
学
校
）

　国道���号の勝山－湯原
間はがけ崩れ後、工事が進
んでいない所がある。仮設
歩道も通りにくい。この道
を直す目途はあるか。
答弁　井手市長
　国道の維持管理は国や県
が行っている。現在�カ所
が片側交互通行で、来年の
�月末までに一部を除き防
災工事を完了する予定。仮
設歩道は危険カ所を再点検
し整備するよう県にお願い
している。牧地区の崩落カ
所は、道路を川の方に広げ
歩道も設置する計画だ。国
道 ���号は市を縦断する重
要路線であり、皆さんが安
全･安心に通行できるよう、
県や関係者に強く要望して
いきたいと思っている。

国道���号のがけ崩れ

　

番
��寺
田
幸
大
議
員

（
美
甘
中
学
校
）

　高校再編が今後どのよう
に進んでいくのか教えてほ
しい。
答弁　井手市長
　真庭の子どもたちが市内
高等学校で教育を受けて成
長して行くことは重要なこ
とだが、近年は各高校とも
定員割れの状況。来年度は
市内の高校募集定員より、
市内の中学卒業生のほうが
少なくなる。県教育委員会
は真庭地域�県立高校の再
編整備の検討に入っている
ので、その動向に注目して
いかなければならない。市
としても高校教育のあり方
や体制について、県教委と
意見交換をするとともに、
地元の声を強く伝えていき
たいと考えている。

市内県立高校の再編

　

番
��由
井  
匡
議
員

（
湯
原
中
学
校
）

　路線バスの廃止は過疎化
を加速させる。バスにしか
頼れない人たちのために市
の方策は。
答弁　井手市長
　国･県･市は路線バスを維
持するため補助をしてきた
が、それ以上に事業者の経
営は深刻で減便や運行廃止
に至った。市では市民生活
に影響のないようコミュニ
ティバスを運行している。
交通不便地域の交通手段を
確保し、誰もが安全･安心に
移動できることを目的とし
たバスで、限られた財源の
中で高い利便性と効率経営
を目指して運行している。
学校行事においても調整を
図り、今までどおり支障の
ない対応をしていく。

路線バスの廃止の影響

�
番

滝
田
生
成
議
員

（
蒜
山
中
学
校
）

　バイオディーゼル燃料は
税金や環境に対してどうな
のか。バイオマス推進の方
向性と併せ教えてほしい。
答弁　井手市長
　ディーゼル車は二酸化炭
素の排出量が少なく低公害
車として注目されてきてい
る。バイオディーゼル燃料
（ＢＤＦ）は軽油と比較して、
排気ガス中の黒煙成分が�
/�程度で環境に優しい燃
料だ。税金は軽油引取税が
課税。原料は廃食用油を精
製し、ごみ収集車などで利
用している。バイオマス資源
の活用は資源循環型社会形
成、産業振興、市民皆さんと
推進し地球温暖化の防止に
貢献していくなど、市の重
要施策として掲げている。

バイオマス燃料

�
番

長
尾
美
織
議
員

（
久
世
中
学
校
）

　歳入に占める市税の割合
が低く、交付金や地方債の
割合が高い。独自財源を増
やすための施策は。
答弁　井手市長
　��年度当初予算で自主財
源は約��㌫。財源を増やす
一番の解決策は人口が増え
ることで、子育て支援・ラ
ストワンマイル･観光回廊
など市に人が集まる施策を
展開している。ところが少
子高齢化は進んでおり、簡
単に人口増は見込めない。
次に考えるのは企業誘致
で、誘致に日々奔走してい
る。企業が増えれば法人税
が増収し、就業機会も増え
人が集まる。住みやすく元
気な真庭市になることを目
指して頑張っている。

市の財源

　

番
��川
元
可
南
子
議
員

（
勝
山
中
学
校
）

　議員定数はどのよう決め
られているのか。合併時に
４０人と決まったがいつまで
か。また、議会のないとき議
員は何をしているのか。
答弁　池田市議会議長
　人口�万人以上、��万人
未満の市は定数��人と地方
自治法で定められている。
真庭市では、合併時に各町
村の意見が充分伝わるよう
に�町村の代表で協議し、
��人と定め、任期も�年と
定めた。平成��年�月には
議員の選挙が行われるが、
そのときには合併協議によ
る��人となる。議会のない
ときは、先進地視察、各地
域の活性化に向けての政策
勉強、市内の情報収集・視
察を行っている。

議員定数と議員の仕事

　

番
��丸
山
実
里
議
員

（
蒜
山
中
学
校
）

　蒜山は観光地として多く
人が訪れるが、ごみのポイ捨
て不法投棄が目立つ。ゴミ箱
の設置など市の対策は。
答弁　井手市長
　ごみの不法投棄は蒜山に
限らず各地で見られ、対策
に苦慮している。蒜山は国
立公園指定地域で年間約
���万人が訪れる。ごみの散
乱は不快感を与え、生物の
生息にも悪影響を及ぼす。
ごみ箱の設置は、設置と撤
去すべきと賛否両論ある。
今後、ボランティア団体な
どの協力を得ての美化活動
推進や啓発看板を設置し、
ごみ箱がなくとも観光地が
美しく保てるよう努力する。
また、日ごろの市民･団体の
美化活動に感謝したい。

蒜山地区のごみ問題
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地
方

自
治
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市町村や都道府県の運営に関わり、民主的に運営することは民主政治の身近な

実践であり、国家の民主的な運営の基礎訓練の場になるということ。

　地方自治とは、国から独立した地方公共団体によって運営され、その運営は

住民の意思に基づかなければなりません。地方自治のしくみを紹介します。

��都道府県や市町村のように、一定の地域にお

ける地方の行政の単位を何といいますか。

　　①自治会  ②まちづくり団体  ③地方公共団体

��自分たちの住んでいる地域をその地域の住民

たちが自主的に治め、政治を行っていくこと

を何といいますか。

　　①地方自治　　②議会　③統治

��日本で選挙において投票できるのは何歳以上

ですか。

　　①��歳以上　②��歳以上　③��歳以上

��市町村の首長（真庭市の場合は市長）の被選挙

権は、満何歳以上ですか。

　　①��歳以上　②��歳以上　③��歳以上

��市町村の首長（市長）の任期は何年ですか。

　　①�年　②�年　③�年

��市議会議員の被選挙権は満何歳以上ですか。

　　①��歳以上　②��歳以上　③��歳以上

��市議会議員の任期は何年ですか。

　　①�年　②�年　③�年　

��地方の自治は何という法律に基づいて行われ

ますか。

　　①地方自治法　②帰納法　③倒置法

��地方公共団体が制定する、ある一定の地域に

のみ適用される決まりのことを何といいますか。　

　①法律　　②政令　　③条例　

���住民が条例の制定や議会の解散など、首長な

どに直接請求する権利を何といいますか。

　　①間接請求権　②署名活動権　③直接請求権

　地方公共団体（真庭市）の 首  長 （市長）は、住民の直接
しゅ ちょう

選挙によって選ばれ、任期は�年。執行機関の長であ

る首長は地方公共団体の最高責任者です。地方公共団

体には、議事機関として地方議会（市議会）を設置しま

す。議会は予算の議決や決算の承認を行い、地方公共

団体の独自の法ともいえる条例を法律の範囲内で制

定・改正、廃止します。

　地方公共団体の住民（真庭市民）は、市政に関する意

見や要望を首長や市議会に請願したり、陳情したりす

ることができます。議員の紹介のあるものを請願、な

いものを陳情といいます。（詳しくは真庭市ホームペー

ジ「市議会」をご覧ください）

　そのほか、地方自治法にさまざまな直接請求の制度

が設けられています。

選挙権・被選挙権

被選挙権選挙権

首長（市長）議員
首長

（任期�年）
議員

（任期�年）

��歳以上��歳以上

※被選挙権とは、選挙に立候補して当選人となれる資格。

直接請求権

請求相手必要な署名数請求条件

首長（市長）有権者の�／��以上条例の制定・改廃

監査委員有権者の�／��以上監査

選挙管理委員会有権者の�／�以上議会の解散

選挙管理委員会有権者の�／�以上首長・議員の解職

首長（市長）有権者の�／�以上主要職員の解雇

クイズの答え　　��③地方公共団体　�� ①地
方自治　��②��歳以上　��②��歳以上　��②
�年　��②��歳以上　��②�年　��①地方自
治法　��③条例　���③直接請求権

地方自治に関するクイズ
に挑戦してみませんか。

地方 自 治
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変
化

　

中
学
生
議
会
か
ら
半
月
た
っ
た　
��

月　

日
、
勝
山
中
学
校
に
伺
い
、
生

��
徒
会
の
選
挙
が
終
わ
っ
て
後
輩
に
役

を
引
き
継
い
だ
�
年
生
に
、
中
学
生

議
会
の
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

●

　

�
人
と
も
緊
張
し
た
様
子
で
し
た

が
、
最
初
に
議
場
に
入
っ
た
感
想
を

伺
う
と
、
中
学
生
議
会
の
議
長
を
つ

と
め
た
岡
さ
ん
が
第
一
声
で
「
議
場

に
入
る
と
小
さ
な
国
会
の
よ
う
な
感

じ
で
し
た
。
本
当
に
自
分
た
ち
で
進

行
で
き
る
の
か
心
配
で
し
た
」
と
、

議
場
の
厳
粛
な
雰
囲
気
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
確
か
に
傍
聴
し
た
こ
と

が
あ
る
方
以
外
は
、
め
っ
た
と
目
に

す
る
こ
と
は
な
い
場
所
。
演
壇
に
立

っ
て
の
堂
々
と
し
た
発
言
や
、
緊
張

に
負
け
ず
頑
張
っ
て
い
た
中
学
生
の

様
子
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

●

　

次
に
聞
い
て
み
た
の
は
、
質
問
し

た
り
聞
い
た
り
し
て
何
が
分
か
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
。
演
壇
に
立
っ
た

川
元
さ
ん
が
「
議
会
に
参
加
す
る
ま

で
市
役
所
と
か
議
会
の
こ
と
な
ん
て

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
真
庭
市
（
行
政
）
の
し
く
み
や
、

議
会
の
雰
囲
気
、
ま
た
議
員
が
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
が
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
生
活
す

る
上
で
大
切
な
こ
と
だ
と
も
思

い
ま
し
た
」
と
、
ま
た
、
横
山

さ
ん
は「
議
会
に
立
ち
会
っ
て
、

驚
い
た
の
は
市
長
さ
ん
な
ど
の

答
弁
。
い
ろ
ん
な
質
問
に
、
よ

く
考
え
て
対
応
し
て
い
る
な
と

思
い
ま
し
た
。
市
役
所
の
仕
事

は
幅
広
い
の
で
す
ね
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
教
科
書
で
の

学
習
に
加
え
、
行
政
や
議
会
の

中
身
を
実
感
し
た
皆
さ
ん
、
話

す
顔
は
自
信
に
満
ち
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

●

　

続
い
て
自
分
の
中
で
何
か
変

わ
っ
た
こ
と
や
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

と
の
問
い
に
は
、
河
原
さ
ん
が
「
ぼ

く
は
机
の
大
き
さ
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。答
弁
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

す
ぐ
に
机
を
購
入
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
ぼ
く
た
ち

が
卒
業
し
た
あ
と
の
こ
と
に
な
る
け

れ
ど
も
、
今
、
何
か
の
形
で
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま

し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
生

徒
会
の
活
動
は
、
責
任
を
持
っ
て
行

動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
芽
生
え
さ

せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
回
の
中
学

生
議
会
で
は
、
各
学
校
の
質
問
数
は

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

中
学
校
で
は
生
徒
た
ち
の
身
近
な
問

題
か
ら
、
生
活
に
関
わ
る
問
題
を
生

徒
会
で
吸
い
上
げ
て
議
題
に
あ

げ
ま
し
た
。
勝
山
中
学
校
生
徒

会
に
お
い
て
も
、
学
校
内
の
設

備
改
善
や
、
生
活
に
関
わ
る
地

域
の
福
祉
バ
ス
の
充
実
な
ど

が
、
質
問
し
た
以
外
に
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
問
い
に
岡
さ
ん

は
「
今
ま
で
、
真
庭
市
の
こ
と

と
か
は
大
人
た
ち
だ
け
で
進
め

て
い
く
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
そ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
。
中
学
生
だ
っ
て
い
ろ
い
ろ

考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
中
学

生
が
集
ま
っ
て
意
見
を
述
べ
れ

ば
、
き
っ
と
変
わ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
要
望
す
る
だ
け
で
は
、

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て

い
ま
す
」
と
語
り
、
取
材
を
締
め
く

く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

●

　

�
�
�
�
�
人
分
の
�
�
�
�
人

（
中
学
生
）
の
ま
ち
づ
く
り
の
意
見

は
、
真
庭
市
の
財
産
。
子
ど
も
た
ち

は
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
た
い

と
感
じ
、
そ
の
参
加
意
思
は
次
世
代

に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
は
、
将

来
、
真
庭
市
を
「
ず
ー
っ
と
住
み
た

い
ま
ち
」
へ
と
育
て
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
前
の
難
関
、
高
校

受
験
も
、
き
っ
と
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
取
材

に
協
力
あ
り
が
と
う
。

　中学生議会は子どもたち

に何をもたらしたのでしょ

うか。中学校に伺いました。

�中学生議会に参加した勝山
　中学校生の�年生。右から
　河原慎也、岡知広、川元可南
　子、横山尚樹さん

����������	
���������

����������������

��
�����
�����������	�
����



振興局は災害時の避難場所でもあるため、広いスペースが確保されています。駐車場から事務所まで
一貫したバリアフリー設計です。　蒜山振興局：〒���-����   真庭市蒜山下福田���　℡����-��-����

MANIWA   ����

建物内には交流ホールや子どもが遊べるスペースもあり、お年寄りや
子ども連れの方もゆったりと用事を済ませることができます

中和出張所
〒���-����  真庭市蒜山下和����
℡ ����-��-����

開庁式では、名板を除幕して
決意を新たにしました
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月　

日
の
落
成
式
の
後
、
業
務
開
始
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た

��

��

蒜
山
振
興
局
新
庁
舎
。
こ
の
開
庁
式
と
、
川
上
出
張
所
の
開
所
式
が　

月
�
日

��

に
行
わ
れ
、「
蒜
山
振
興
局
」
が
新
体
制
で
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
の
開
庁
に
よ
り
、建
物
の
位
置
や
職
員
配
置
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
和
出
張
所
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
使
用
さ
れ
ま
す
が
、
川
上
出
張
所
は
老
朽
化
が

著
し
い
た
め
、
川
上
保
健
セ
ン
タ
ー
の
一
室
に
移
転
し
ま
し
た
。
ま
た
、
蒜
山
地
域

の
行
政
事
務
全
体
が
振
興
局
中
心
の
組
織
に
再
編
さ
れ
る
た
め
、
出
張
所
に
配
置
さ

れ
て
い
た
職
員
�
人
が
新
庁
舎
に
異
動
に
な
り
ま
し
た
。

※
各
庁
舎
と
も
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

川上出張所（川上保健センター内）
〒���-����  真庭市蒜山上福田���
℡ ����-��-����

冷房時にも稼動する、環境にやさしいチップボイラー

新体制で業務を開始 します
　出張所は、新たな業務体系により規模縮小しますが、今まで同様、

皆さんと行政とをつなぐ窓口です。気軽にご利用ください。
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市政に関する動きの一部を紹介します

������市内遺跡の発掘調査報告会
「大地からの便り」と題し

た報告会を久世エスパス

ホールで開催、県古代吉

備文化財センター・市教

育委員会の職員が、市内

�カ所の遺跡について、

発掘時の状況などを詳し

く説明しました。

������真庭発、世界へ
開始後�年で�,���人の

参加があったバイオマス

ツアー真庭に初の海外グ

ループが訪れました。参

加した東アジア環境政策

研究会の会員��名は、通

訳を介しながら、熱心に

質問していました。

������待ちに待ったシーズン到来
津黒高原スキー場（蒜山

下和）で市内に�カ所あ

るスキー場合同のスキー

場開きが行われ、関係者

ら約��人がシーズン中の

安全を祈願しました。今

シーズンも多くの来場者

をお待ちしています。

�����園児・児童の力作を展示
真庭圏域防火委員会と市

消防本部主催の消防写生

大会優秀作品展が、久世

のアルティーで開催され

ました。会場には選ばれ

た���点が展示され、立ち

寄った買い物客らの目を

楽しませていました。

�����「食育」をテーマに交流
健全な食生活を実践でき

る人を育てようとする「食

育」についての取り組み

を行う、市栄養協久世支

部と久世高校家庭科クラ

ブとの交流会が久世公民

館で開催され、研究発表

などを行いました。

　

真
庭
市
の
福
祉
向
上
の
た
め
、
各
地
域
で
活
躍

さ
れ
る
民
生
委
員
児
童
委
員
。
こ
の
う
ち　

月　
��

��

日
付
け
で
退
任
さ
れ
る
�
�
�
人
へ
の
感
謝
状

と
、　

月
�
日
付
け
で
新
た
に
委
嘱
さ
れ
る
�
�

��

�
人
へ
の
委
嘱
状
の
伝
達
式
が
、　

月
�
日
、
久

��

世
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
退
任
者
へ
は
、
そ

の
経
験
年
数
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
や
岡
山
県

知
事
、
真
庭
市
長
か
ら
の
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
、

新
任
委
員
�
�
�
人
に
は
、
代
表
者
に
委
嘱
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
式
終
了
後
に
は
、
委
嘱

さ
れ
た
委
員
を
対
象
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の

役
割
に
つ
い
て
の
講
演
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

真
庭
市
民
生
委
員
児
童
委
員

退
任
者
感
謝
状
・
委
嘱
状
伝
達
式

市内の民生委員児童委員が一堂に会しました

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を

それぞれの立場から意見が交されたセミナー
　

「
老
い
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
め
ざ
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
、「
ま
に
わ
認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
」

が
、　

月
�
日
、
久
世
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

��

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
域
や
家
族
が
認
知
症
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
真
庭
市
と
真
庭
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
真
庭
市
医
師
会
な
ど
�

団
体
と
開
催
し
た
も
の
で
、
約
�
�
�
人
が
参
加
。

希
望
ヶ
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル
（
津
山
市
）
の
引
地
充
副
院

長
に
よ
る
基
調
講
演
や
、
市
内
の
医
療
・
福
祉
関
係

者
や
介
護
者
ら
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、「
誰
も

が
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
介
護
者
だ
け
で
な
く

地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
」

な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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お問い合わせは各担当部局へ

　

て
い
る
方

④
所
得
が
な
く
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
や
加

　

入
者
の
い
る
世
帯
主

※
②
、
③
の
方
は
申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
所
得
証
明
な
ど
を
発
行
す
る
場
合
は
、

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方
は
、
住
民
税

（注）
　

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

真
庭
市
で
は
�
月　

日
�
か
ら
�
月　

日
�
ま
で
、
確
定
申
告
と
住
民
税
申
告
の

��

��

納
税
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
本
年
度
も
支
局
ご
と
に
申
告
会
場
を
設
け
ま
す
が
、

落
合
・
久
世
・
蒜
山
の
申
告
会
場
に
変
更
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
若
干
日
程
が
変

更
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
配
り
す
る
「
平
成　

年
度
住
民
税
申

��

告
相
談
日
程
表
」
で
、
必
ず
内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
の
受
付
は
、�
月�

日
�
〜
�
月�

日
� 
ま 
で

��

��

�
�
�
�
��
�
�
	
�
�



�
�
�
�
�

市
民
生
活
部  
税
務
課　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

日程表には手続きに必要な書類なども
掲載しています。 必ずご覧ください。

●
住
民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　

平
成　

年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所

��

得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て

い
る
方
で
、
平
成　

年
分
所
得
税
か

��

ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
引
き
き
れ

な
か
っ
た
方
は
、
平
成　

年
�
月　

��

��

日
ま
で
に
確
定
申
告
書
と
と
も
に

「
市
町
村
民
税
道
府
県
民
税
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」を
、

久
世
税
務
署
ま
た
は
市
内
各
申
告
相

談
会
場
へ
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

所
得
税
か
ら
引
き
き
れ
な
か
っ
た
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
、
平
成　

年
度

��

住
民
税
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
な
い
方

　

は
、
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
税

　

務
課
ま
た
は
振
興
局
・
各
支
局
市

　

民
福
祉
課
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

●
地
震
保
険
料
の
創
設

　

損
害
保
険
契
約
な
ど
に
係
る
、
地

震
等
損
害
部
分
の
保
険
料
ま
た
は
掛

金
を
控
除
し
ま
す
。

所
得
税
…
保
険
料
（
掛
け
金
）
の
全

　

額
（
最
高
�
万
円
）

住
民
税
…
保
険
料
（
掛
け
金
）
の
�

　

分
の
�
（
最
高
�
万
�
千
円
）

　

地
震
保
険
料
創
設
に
伴
い
、
短
期

損
害
保
険
料
は
控
除
対
象
で
な
く
な

り
ま
す
が
、
平
成　

年　

月　

日
ま

��

��

��

で
に
契
約
し
た
長
期
損
害
保
険
料
は

引
き
続
き
控
除
対
象
と
な
り
ま
す

（
経
過
措
置
）。
た
だ
し
、
一
つ
の
契

約
の
中
に
地
震
保
険
料
と
長
期
損
害

保
険
料
の
両
方
が
あ
る
場
合
は
、
い

ず
れ
か
一
つ
に
該
当
す
る
も
の
と
し

て
控
除
計
算
を
し
ま
す
。

●
減
価
償
却
制
度
の
改
正

　

平
成　

年
�
月
�
日
以
後
に
取
得

��

し
た
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
償

却
可
能
限
度
額
お
よ
び
残
存
価
格
が

廃
止
さ
れ
、
耐
用
年
数
経
過
時
点
に

お
い
て
�
円
ま
で
償
却
す
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。（
平
成　

年
�
月　

日

��

��

以
前
に
取
得
し
た
償
却
資
産
は
、
前

年
申
告
と
同
様
の
取
り
扱
い
に
な
り

ま
す
。）

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�

※地震保険料創設による控除額の比較

【現　行 (所得税ベース)】

��短期損害保険料控除額 最高 �,���円
��長期損害保険料控除額 最高��,���円
�と � をあわせて �������������

【改正後 (所得税ベース)】

��地震保険料控除額 最高��,���円
��経過措置とし て平 成��年��月��日までに
契約した長期損害保険料は引き続き控
除対象になります。 最高��,���円

�と � をあわせて �����������

確
定
申
告
の
必
要
な
方

①
所
得
に
給
与
を
含
ま
な
い
方（
営
業
所
得
、農

　

業
所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど
）

②
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、
年
末
調
整
を
受
け

　

て
い
な
い
方

③
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、
年
末
調
整
を
受
け

　

て
い
る
が
、
そ
の
他
に
年
末
調
整
を
受
け
て

　

い
な
い
給
与
や
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額

　

が　

万
円
を
超
え
る
方

��

確
定
申
告
の
必
要
は
な
い
が
、
住
民
税
申
告
が

必
要
な
方

①
所
得
は
あ
る
が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
必

　

要
と
し
な
い
方
（
た
だ
し
、
所
得
が
給
与
の

　

み
で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方
、
公
的
年

　

金
収
入
の
み
で
各
種
所
得
控
除
を
受
け
な
い

　

方
は
除
き
ま
す
。）

②
所
得
が
な
く
、
ど
な
た
の
扶
養
親
族
に
も
な
っ

　

て
い
な
い
方

③
所
得
が
な
く
、
市
外
の
方
の
扶
養
親
族
に
な
っ
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平
成　

年
度
よ
り
入
札
参
加
資
格
の
有
効
期

��

間
が
最
大
で
�
年
間
と
な
り
ま
す
。
平
成　

・
��

　

年
度
に
真
庭
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測

��量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
・
役
務
な

ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
の
で
、
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

事
業
者
は
早
め
に
準
備
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

当
初
受
付
は
�
月�

日
�
ま
で　
　
　

有
効
期
間
が
最
大
�
年
間
に

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


総
務
部  
管
財
課　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

入札参加資格の有効期間入札参加資格審査申請書の受付期間申請区分

Ｈ������～Ｈ�������（��カ月）Ｈ������～Ｈ�������当初受付期間建設工事およ
び測量・コンサ
ルタント業務 Ｈ������～Ｈ�������（��カ月）Ｈ������～Ｈ�������追加受付期間

Ｈ������～Ｈ�������（��カ月）Ｈ������～Ｈ�������当初受付期間物品の売買お
よび修理など、
役務の提供

Ｈ������～Ｈ�������（��カ月）Ｈ������～Ｈ�������追加受付期間

Ｈ�������～Ｈ�������（��カ月）Ｈ�������～Ｈ��������

Ｈ������～Ｈ�������（��カ月）Ｈ������～Ｈ�������

Ｈ������～Ｈ�������（��カ月）Ｈ������～Ｈ�������

Ｈ�������～Ｈ�������（�カ月）Ｈ�������～Ｈ��������

　

行
政
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み
、
手
続
き
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
は
、
安
心
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

手
続
き
（
電
子
申
請
）
で
き
る
よ
う
、
本
人
確
認
の
手
段
と
な
る
情
報
（
電
子
証

明
書
）
を
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
に
格
納
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

市民生活部  市民課
℡������������

便利で安心なオンライン手続きのためにご利用ください

��������	
���������

手続き：確定申告の提出をe-Tax（国税電子申告納税システム）で行う際
　　　　本人の電子署名および電子証明書を付して提出します。

問い合わせ先　久世税務署　℡������������イータくん

受
付
方
法

　

事
業
者
は
最
初
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
電

子
申
請
を
行
っ
た
の
ち
、
添
付
書
類
を
管
財
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
添
付
書
類
は
持
参
ま

た
は
郵
送
（
�
月　

日
�
消
印
有
効
）
で
お
願

��

い
し
ま
す
。

　

電
子
申
請
の
入
力
方
法
お
よ
び
各
申
請
書
提

出
要
領
は
真
庭
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ま
た
各
支
局
窓
口
に
も
要
領
な
ど

を
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

注
意
点

�
管
財
課（
勝
山
庁
舎
内
）以
外
で
の
申
請
書
の

受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

�
提
出
要
領
お
よ
び
物
品
役
務
の
申
請
項
目
が

　

改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
�
件
の
契
約

　

が
�
万
円
未
満
の
物
品
役
務
事
業
者
は
、
申

　

請
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

�
受
け
付
け
は
、
午
前
�
時
か
ら
午
後
�
時
ま 
で

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）。
電
子
申
請
入
力

は
、
午
後　

時
ま
で
可
能
で
す
。

��

　

個
人
認
証
が
完
了
す
れ
ば
、
国
税
電
子
申
告

納
税
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
現
在
電
子
申
請
を

利
用
し
て
国
・
県
の
行
政
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

電
子
申
請
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
住

基
カ
ー
ド
に
は
写
真
付
き
の
も
の
も
あ
り
、
こ

ち
ら
は
窓
口
な
ど
で
本
人
確
認
を
求
め
ら
れ
る

場
面
に
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
本
人
確
認
の
で
き
る
写
真
付
き
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
）　

②
�
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た　

㍉ 
×　

㍉ 
の
写
真
（
写
真
付
き
カ
ー
ド
を

��

��

希
望
す
る
場
合
の
み
）
③
印
鑑　

④
手
数
料

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
住
基
カ
ー
ド　

②
写
真
付
き
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）　

③
パ
ス
ワ
ー
ド
（
�

〜　

け
た
の
英
数
字
）　

④
印
鑑　

⑤
手
数
料

��
※
手
続
き
は
市
民
課
ま
た
は
各
支
局
市
民
福
祉

　

課
で
受
け
付
け
ま
す
。
申
告
時
期
を
迎
え
窓

　

口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
カ
ー
ド
交
付

　

に
は
数
日
を
要
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

　

余
裕
の
あ
る
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

（
シ
ス
テ
ム
運
用
上
、受
付
は
午
後
�
時
ま
で

　

と
し
ま
す
。）

※
電
子
申
請
利
用
の
際
に
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

　

ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
に
な
り
ま
す
（
別
途
ご
準

　

備
く
だ
さ
い
）

〈
参
考
〉公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス　

ポ
ー
タ
ル

　

サ
イ
ト　

h
ttp
://w
w
w
.jp
k
i.g
o
.jp
/

住基カ ー ドと ｅ - Ｔ ａｘ を使ってらくらく申告・納税手続き ！
最高�����円の税額控除が受けられます
※平 成��年分または��年分のいずれか �回限り

真庭市入札参加資格審査申請の受け付けスケジュール
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平
成　

年
�
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
後
期
高

��

齢
者
医
療
制
度
は
、　

歳
（
一
定
の
障
害
の
あ

��

る
人
は　

歳
）
以
上
を
対
象
と
し
た
新
た
な
医

��

療
制
度
で
す
。
後
期
高
齢
者
の
医
療
に
か
か
る

費
用
の
う
ち
、
皆
さ
ん
が
医
療
機
関
で
支
払
う

窓
口
負
担
分
を
除
い
た
費
用
は
、公
費（
国
、県
、

市
区
町
村
）
で
�
割
、
若
年
者
の
保
険
料
で
�

割
、
残
り
の
�
割
を
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
保
険

料
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の

保
険
料
の
算
定
基
礎
と
な
る
保
険
料
率（
表
�
）

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
の
決
ま
り
方
（
表
�
）

　

保
険
料
は
被
保
険
者
全
員
が
負
担
す
る
「
均

等
割
額
」
と
、
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負

担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計
と
な
り
ま
す
。

（
保
険
料
＝
均
等
割
額
＋
所
得
割
額
）

※
所
得
の
低
い
人
は
、
世
帯
の
所
得
水
準
に
応

　

じ
て
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
被
保
険
者
全
員
が
納
付

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
今
ま
で
の
老
人

保
健
制
度
と
は
異
な
り
、
被
保
険
者
全
員
が
保

険
料
を
負
担
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方

　

年
額　

万
円
以
上
の
年
金
を
受
け
取
っ
て
い

��

る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
年
金
か
ら
保
険

料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
特
別
措
置 
（
注
�
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
内
、
制
度

加
入
前
日
に
、
被
用
者
保
険
（
国
保
以
外
の
い

わ
ゆ
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
健
康
保
険
）
の

扶
養
に
な
っ
て
い
る
人
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
�
月
か
ら
�
月
ま
で
の
�
カ
月

��

間
は
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年　
��

��

月
か
ら
平
成　

年
�
月
ま
で
の
�
カ
月
間
は
、

��

均
等
割
額
を
�
割
軽
減
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

お問い合わせは各担当部局へ

※（注�）（注�） については、��月��日に与党においてまとめられた対策で、政府としてもこれを実施する方針のものです 。

�����歳の医療費の窓口 � 割負担を据え置き
　昨年の制度改正では、��～��歳の人の窓口負担について、平成��年�月から�割負担に見直される予

定でしたが、平成��年�月から平成��年�月までの�年間は、今までどおり、�割負担として据え置か

れることになりました。ただし、すでに�割負担の対象となっている人、一定の障害などで後期高齢者

医療の対象となる人は除きます。

（注�）

　
　

歳
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
は　

歳
）
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
平
成　

年
�
月
か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者
医

��

��

��

療
制
度
の
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た
。
�
月
か
ら
�
年
間
の
保
険
料
平
均
月
額
は
、
�
、�
�
�
円
で
、
一
部
の
人
を

除
き
原
則
と
し
て
�
月
分
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
率
決
定

�
�
�
�
�
�
�
�
	

��

�
�
�

市
民
生
活
部  
市
民
課　

℡
�
�
�
���

�
�
�
�
�

��

������������
������

表 ��）保険料率

※一人あたりの賦課限度額は��万円

��,���円
被 保 険 者
均 等 割 額

�.��%所 得 割 率

 年額
��,���円

 月額
�,���円

一人当たりの
平均保険料額
（単純平均）
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　市では、結婚推進を重要な課題と位置づけ、そ

の中心的な役割を「まにわ縁結び推進委員」の皆

さんにお願いしています。

　推進委員の皆さんは、縁結びに関する相談や仲

介だけでなく、イベントの企画・立案など幅広く

活躍してくださいます。

　昨年��月��日から下記の方々に委嘱（任期�年）

していますので、お気軽にご相談ください。

縁結び応援 し ま す

��������
企画観光部  企画政策課　℡����-��-����

まにわ縁結び推進委員の皆さん
（順不同敬称略）

��月�日には委嘱式と推進委員会が開催され、委員の役
割や今後の方向性について確認しました

����-��-����横部���青木　　勝

����-��-����月田����―�景　　茂樹

����-��-����田羽根���金佐　秀男

����-��-����惣���柴田壽美惠

����-��-����美甘����―�下田　忠行

����-��-����下河内����妹尾　活明

����-��-����柴原���―�谷口　宗一

����-��-����目木����―�鳥越　啓史

����-��-����蒜山下福田����―�長綱　幸男

����-��-����上水田����西谷　玲子

����-��-����蒜山上徳山����―��長谷川秀子

����-��-����正吉����本　満代

����-��-����下呰部���平田　　忠

����-��-����落合垂水���福島　正明

����-��-����久世����福山惠美子

����-��-����下市瀬���―�森元　一郎

����-��-����蒜山別所���山岡　秀信

����-��-����蒜山上長田���湯槇　智子

　「地域でできることは地域で」、「自分たちの

地域は自分たちで」良くしていこうという機

運が高まっています。これからの地域づくり

を進めるにあたっては、地域の課題を見つけ、

地域住民の自主的・自発的な創意工夫や努力

により、問題を解決していく力（市民力・地

域力）が必要不可欠です。

　そこで、地域組織の運営の仕方、地域の課

題を見つける方法、みんなと情報を共有する

地域づくりの方法について学び、市民力・地

域力の向上を目指す「協働のまちづくりフォ

ーラム」を開催します。

������������
�������������������

�������
������������������

日時　�月��日�

　　　午後�時��分～午後�時

会場　勝山文化センター 第�会議室

�基調講演　川北 秀人 氏

　（Ｉ  ＩＨＯＥ［人と組織と地球の

　ための国際研究所］代表）

　「市民力・地域力の向上を

　目指して（仮称）」

�グループワーク「会議を生かすための方法

　を考える（仮称）」

対象　どなたでも参加できます

参加費　無料

申込締切　�月��日�

主催　真庭市

※手話通訳・託児が必要な方はお申し出くだ

　さい。

問い合わせ先　企画観光部 企画政策課

　℡���� ‐ �� ‐ ����　Ｆ Ａ Ｘ ���� ‐ �� ‐ ����

企画観光部  企画政策課　℡����-��-����
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障
が
い
の
あ
る
人
に
、
各
種
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
、
そ
の
窓
口
な

ど
を
紹
介
し
、
日
常
生
活
の
手
引

き
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
完
成
し
た

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
福
祉

課
お
よ
び
各
支
局
・
振
興
局
の
市

民
福
祉
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

障
害
者

ガ
イ
ド
ブ
ッ 
ク

��

　

障
が
い
者
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

認
識
を
持
ち
、
障
が
い
者
の
人
権
を
尊

重
し
た
、
す
べ
て
の
人
に
優
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

真
庭
地
域
自
立
支
援
協
議
会

　

真
庭
地
域
自
立
支
援
協
議
会
は
、
昨

年
真
庭
市
と
新
庄
村
が
共
同
で
立
ち
上

げ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
障
が
い

者
団
体
、
教
育
関
係
者
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
行
政
な
ど　

団
体
で
構
成
し
て

��

い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
は
障
が
い
の
あ

る
人
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
目
的

で
、
養
護
学
校
卒
業
後
の
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
、
就
労
支
援
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

っ
て
い
る
事
業
所
は
、
入
所
施
設
な
ど

　

カ
所
あ
り
ま
す
が
、
市
外
の
施
設
を

��利
用
さ
れ
て
い
る
人
も
多
い
の
が
現
状

で
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
に
対
す
る
市

民
の
理
解
は
深
ま
り
つ
つ
あ
り
、
手
話

や
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
な
ど
に

多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、
多
く
の
人
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
の
自
立
し
た
生
活
を
希

望
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

は
、
住
民
同
士
の
助
け
合
い
や
、
地
域

に
根
ざ
し
た
各
種
団
体
な
ど
と
連
携

し
、
地
域
課
題
を
共
有
し
て
、
自
主
的

に
解
決
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
地
域
の
福
祉
力
を
高
め

る
た
め
行
政
・
地
域
・
民
間
団
体
・
企

業
な
ど
が
協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
責
任
を
認
識
し
協
働
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

高
齢
化
社
会
の
進
展
と
と
も
に
障
が

い
者
の
人
口
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
重

度
化
や
重
複
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
平
成　

年
�
月
「
障
害
者
自

��

立
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
、
障
が
い
者

が
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を

送
る
た
め
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

相
談
支
援
が
地
域
で
提
供
さ
れ
る
よ
う

に
、
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
、
サ

ー
ビ
ス
体
系
全
般
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
真
庭
市
で
は

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
と
「
自
立
と

社
会
参
加
の
促
進
」
を
基
本
に
障
が
い

者
の
生
活
全
般
に
か
か
わ
る
事
業
を
幅

広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
に
は
現
在
、
身
体
障
害
者
手

帳
所
持
者
が
�
、�
�
�
人
、療
育
手
帳

所
持
者
（
知
的
障
害
）
が
�
�
�
人
ま

た
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所

持
者
（
精
神
障
害
）
が
�
�
�
人
お
ら

れ
ま
す
。
市
内
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行

　

平
成　

年
�
月
か
ら
段
階
的
に
導
入
さ
れ
た
「
障
害
者

��

自
立
支
援
法
」。
こ
の
制
度
で
は
、
身
体
障
害
、
知
的
障

害
、
精
神
障
害
と
い
う
障
害
の
種
類
に
関
係
な
く
、
共
通

の
仕
組
み
に
そ
っ
て
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
体
系
も
見
直
さ
れ
、
利
用
者

が
分
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。今
、

真
庭
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
地
域
で
自
分
ら
し

く
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

あたたか い街づ く り をはじめようよ !
 「障がい 」への 理解 と 関 心を深 め るため に

真庭市健康福祉部
福祉課課長　菱川輝夫
℡����-��-����（落合庁舎）

障害者ガイドブック

福祉
フ ォーラ ム
i n  真庭
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す
。
実
際
は
一
人
ひ
と
り
抱
え
る
問
題

や
状
態
は
違
う
も
の
な
の
で
、
個
々
の

状
況
に
応
じ
た
支
援
が
必
要
な
の
で

す
。
目
に
は
な
か
な
か
見
え
づ
ら
い
障

が
い
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
、
か
か
わ
る

人
の
力
を
付
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
健
や
か
発

達
相
談
」
に
は
、
お
子
さ
ん
の
成
長
や

育
児
に
関
す
る
不
安
や
心
配
ご
と
な

ど
、
上
半
期
だ
け
で
す
で
に
�
�
�
件

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
う
し
て
か
か
わ

っ
た
お
子
さ
ん
の
一
番
最
初
の
見
極
め

を
す
る
場
所
に
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お

子
さ
ん
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
そ

の
育
ち
に
家
族
と
と
も
に
付
き
合
い
、

そ
の
成
長
を
見
守
る
立
場
で
あ
り
、
さ

ら
な
る
成
長
の
た
め
に
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
と
つ
な
い
で
い
く
パ
イ
プ
役
で
も

あ
る
の
で
す
。

　

発
達
障
害
へ
の
取
り
組
み
は
ま
だ
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
ご
両
親
を

は
じ
め
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
地
域
の
人
た
ち
が
世
代
や
枠
組

み
に
関
係
な
く
少
し
づ
つ
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

�
月　

日
�
に
は
、「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ

��

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
か
か
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
知
る
だ
け
で
も
、
理
解
へ
の
第

�
歩
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

に
立
つ
こ
と
で
、
そ
の
子
の 
困 
り
感
に

こ
ま

気
付
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
困
り

感
を
軽
減
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

や
や
も
す
れ
ば
、
見
過
ご
さ
れ
が
ち

が
ち
な
障
が
い
で
す
が
、
普
段
か
ら
保

護
者
や
子
ど
も
た
ち
と
保
健
師
の
か
か

わ
り
合
い
を
密
接
に
す
る
こ
と
で
、
相

談
の
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、
見
つ
け
に
く

か
っ
た
小
さ
な
サ
イ
ン
に
早
く
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
早
め
の
対
応
で
、
早
く
理
解
し

て
、で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
た
り
、

丁
寧
に
か
か
わ
る
方
法
を
学
ん
で
い
く

こ
と
が
、
本
人
に
と
っ
て
も
、
親
に
と

っ
て
も
、
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

と
き
に
は
、
障
が
い
に
対
し
て
、
名

前
や
一
般
的
な
知
識
だ
け
が
一
人
歩
き

し
て
し
ま
い
、
そ
の
子
の
本
当
の
姿
を

見
失
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

　

発
達
障
害
と
い
う
障
が
い
が
あ
る
の

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
障
が
い
の

原
因
は
、
生
ま
れ
つ
き
脳
の
働
き
に
何

ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
決
し
て
、
家
庭
や
教
育
に

問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ　

年
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
、
わ

��

た
し
た
ち
も
少
し
ず
つ
こ
う
い
う
障
が

い
の
見
極
め
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
見
過
ご
し

て
し
ま
う
こ
と
の
多
か
っ
た
こ
の
障
が

い
に
つ
い
て
、
今
と
て
も
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
気
付
か
れ
に

く
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
サ
イ

ン
、
そ
の
サ
イ
ン
が
気
付
か
れ
に
く
い

が
た
め
に
、
わ
が
ま
ま
と
誤
解
さ
れ
て

精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
本
人
の

抱
え
る
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
、
い
じ

め
や
不
登
校
な
ど
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
最
近
は
、
子
ど
も
の
視
点

真庭市健康福祉部
子育て健康推進課
臨床心理士　畦田広子
（落合庁舎内）
℡����-��-����

「健やか発達相談」を実施して
います。お子さんの成長など
の心配ごとがありましたら、
お気軽にご相談ください。

 
知
っ
て
い
ま
す
か
？

 「 
発
達
障
害 
」を 
…
。

　

「
発
達
障
害
」と
い
う
障
が
い
を
ご

存
知
で
す
か
。
人
と
の
意
思
疎
通
が

う
ま
く
い
か
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な
い
「
高
機
能

自
閉
症
」
や
「
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
」
な
ど
の
「
広
汎
性
発
達
障
害

（
Ｐ
Ｄ
Ｄ
）」。
物
事
に
集
中
で
き
ず
、

衝
動
的
な
行
動
を
し
た
り
、
周
り
と

は
無
関
係
な
行
動
を
と
っ
て
し
ま
う

「
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
）」。
全
般
的
な
知
的
発
達
の
遅
れ

は
な
い
け
れ
ど
、
読
み
書
き
や
計
算

な
ど
の
う
ち
、
特
定
の
こ
と
が
極
端

に
苦
手
な
「
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）」
な

ど
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
何
ら

か
の
制
限
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
い

わ
ゆ
る
軽
度
発
達
障
害
が
疑
わ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
障
が
い
は
、
家
庭

の
し
つ
け
や
教
育
環
境
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
原
因
は
、
生
ま
れ
つ
き
脳
の
中

枢
神
経
系
に
何
ら
か
の
機
能
障
害
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
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「
ど
ー
な
つ
の
会
」
は
、
平
成
�
年
ご

ろ
に
保
健
所
の
療
育
教
室
に
一
緒
に
通

っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
小
学
校
に

入
学
し
た
の
を
機
会
に
、
そ
の
親
と
子

ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
、
障
が
い
に
対
す

る
地
域
の
理
解
や
、
子
育
て
へ
の
不
安

や
悩
み
の
解
消
、
同
じ
悩
み
を
持
っ
た

も
の
同
士
の
交
流
な
ど
、
何
か
で
き
な

い
か
な
と
い
う
思
い
か
ら
、
始
ま
り
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
の
協
力
を
受
け

な
が
ら
、
当
初
�
人
だ
っ
た
会
員
も
現

在
は　

名
ま
で
増
え
て
、
活
動
も
充
実

��

し
た
も
の
に
な
り
、
ま
す
ま
す
ど
ー
な

つ
の
「
わ
」
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

周
囲
に
は
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら

い
に
く
い
子
ど
も
た
ち
な
の
で
、
親
の

悩
み
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

仲
間
同
士
が
集
ま
っ
て
わ
い
わ
い
交
流

し
た
り
、
日
ご
ろ
の
思
い
を
話
す
だ
け

で
、
安
心
で
き
た
り
す
る
も
の
で
す
。

　

市
内
に
は
、
わ
た
し
た
ち
と
同
じ
よ

真庭障害児と親の会
「どーなつの会」
会長　片岡純子さん
℡����-��-����

いろいろな不安や悩みごとが
あると思いますが、気軽に相
談してください。きっと何かの
力になれると思います。

う
な
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
子
ど
も
の
成
長
に
つ
れ
て
、

地
域
や
兄
弟
、家
族
と
の
か
か
わ
り
方
、

就
学
や
就
労
の
問
題
な
ど
、
心
配
ご
と

は
尽
き
ま
せ
ん
。
こ
の
会
に
は
、
経
験

豊
富
な
人
や
専
門
知
識
の
あ
る
人
も
い

ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
ア
ド
バ

イ
ス
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
遠
慮
な

く
会
の
活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

主
な
活
動
は
、
料
理
や
キ
ャ
ン
プ
な

ど
を
体
験
す
る
「
リ
ズ
ム
教
室
」、
親
同

士
の
相
談
事
や
会
の
事
業
計
画
を
行
う

「
定
例
会
」、
会
報
「
ど
ー
な
つ
通
信
」

の
発
行
で
す
。
加
え
て
、
中
学
か
ら
高

校
生
く
ら
い
に
な
る
と
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
就
労
の
た
め
の
訓
練
な
ど
を

体
験
す
る
「
寺
子
屋
」、
水
泳
を
通
じ
て

社
会
参
加
や
交
流
な
ど
を
行
う
「
勝
山

水
夢
水
遊
び
の
会
」
が
関
係
組
織
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

あたたか い街づ く り をはじめようよ ! 

せ
ん
で
し
た
。

　

違
い
が
は
っ
き
り
と
認
識
で
き

始
め
た
の
は
、
下
の
子
が
成
長
す

る
に
つ
れ
て
で
す
。
定
型
発
達
し

て
い
く
下
の
子
を
見
て
い
て
、「
あ

あ
、
や
っ
ぱ
り
ち
が
う
な
ぁ
」
と

思
う
こ
と
が
重
な
り
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　

親
に
と
っ
て
子
ど
も
の
障
が
い

を
全
面
的
に
受
け
入
れ
る
ほ
ど
難

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん

な
に
わ
か
っ
て
い
て
も
、時

「々
普

通
」
に
近
づ
け
よ
う
と
し
て
し
ま

い
、
つ
い
同
じ
年
ご
ろ
の
子
と
比

べ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
は
、
こ
れ

が
祥
吾
な
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
以
前

は
、
祥
吾
に
障
が
い
が
無
か
っ
た

ら
今
ご
ろ
は
…
な
ど
と
考
え
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
度
に
落
ち
込
ん
だ
り
立
ち
直
っ

た
り
を
繰
り
返
し
、
や
っ
と
近
ご

ろ
親
と
し
て 
胆 
が
据
わ
っ
て
き
た

き
も

か
な
ぁ
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　

祥
吾
に
は
、
で
き
る
だ
け
自
分

が
好
き
で
、
や
る
気
の
出
る
職
業

に
つ
い
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
、

今
は
少
し
で
も
多
く
の
経
験
を
さ

せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
ま
り
押
し
付
け
に
な
ら
な

い
程
度
に
。

（「
ど
ー
な
つ
通
信
」
第
�
号
平
成

　

年
発
行
か
ら
）

��

　

祥
吾
は
小
学
校
�
年
生
。
障
が

い
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
の
は
、
�

歳
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま

で
は
岡
山
に
住
ん
で
い
て
、
仕
事

を
し
て
い
た
わ
た
し
は
、
言
葉
が

遅
く
て
も
、
男
の
子
だ
か
ら
と
不

安
を
ご
ま
か
し
な
が
ら
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
祥
吾
が
�
歳
の
こ
ろ

落
合
に
帰
っ
て
き
て
、
療
育
訓
練

を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
発
達
障

害
だ
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
言
葉

は
二
語
文
が
少
し
し
か
出
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
数
字
や
ひ
ら
が

な
、
カ
タ
カ
ナ
は
バ
ッ
チ
リ
だ
っ

た
の
で
、
診
断
に
「
や
は
り
…
」

と
思
い
な
が
ら
も
、
言
葉
さ
え
話

せ
れ
ば
「
普
通
」
に
な
る
と
い
う

思
い
は
ど
う
し
て
も
捨
て
切
れ
まクリスマス会での則子さんと祥吾くん

�
�
�
�
���
�
��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

菱
川
則
子
さ
ん（
一
色
）
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  真庭障害児と親の会 「どーなつの会 」

�����月��日、落合公民館で行われたクリスマス会の様
子。約��人の参加で、手作りの料理と歌や踊りの発表会を
楽しみました。そして、いつもお世話になっている先生の
結婚をみんなで祝福しました　�楽しい情報盛りだくさん 
の会報「どーなつ通信」　���月��日デイセンターまにわ
（下市瀬）で行われた定例会の様子

　障がいのある人を社会全体で支えていくためには、保護者や地域の支援者などによるネットワークづくりが

とても大切です。ここでは、障がいのある子どもとその保護者、支援者などが集まって取り組んでいる「どー

なつの会」の活動を紹介します。こういった取り組みにより、会員相互の親睦が深まり、不安や悩みごとなど

を遠慮なく話し合えるどーなつの「わ」が築かれていくのです。

炒
め
、
チ
ー
ズ
、
ナ
ス
と
ピ
ー
マ

ン
の
カ
レ
ー
炒
め
な
ど
な
ど
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
た
だ
、
前
述
の
よ
う
に
「
食

べ
た
い
が
た
め
に
作
る
」
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
余
分
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
が
「
人
に
喜
ん
で
も
ら

う
た
め
に
作
る
」
に
変
わ
っ
て
い

け
ば
、次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る「
仕

事
と
し
て
が
ん
ば
る
」
に
つ
な
が

っ
て
い
け
る
の
に
、
と
夢
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
康
平
で
す
が
、
周
り
の

適
切
な
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
も
あ

り
、
こ
の
地
域
の
中
で
暮
ら
し
て

い
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
一
つ
で
も
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
し
て
、
本
人
の
「
生
き
る
力
」

を
伸
ば
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（「
ど
ー
な
つ
通
信
」
第
�
号
平
成

　

年
発
行
か
ら
）

��

　

平
成
�
年
�
月　

日
生
ま
れ
の

��

康
平
は
、
自
閉
症
で
す
。「
ど
ー
な

つ
の
会
」
へ
入
会
し
て
か
ら
、
か

れ
こ
れ
�
年
目
く
ら
い
で
す
が
、

当
初
に
比
べ
れ
ば
ず
い
ぶ
ん
落
ち

着
い
て
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長

し
た
な
ぁ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま

す
。
自
閉
症
特
有
の
こ
だ
わ
り
も

強
い
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
と
り
づ
ら
い
し
、
人
と
の
か
か

わ
り
方
も
苦
手
で
す
。
落
ち
着
い

て
い
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
独
り
ご

と
が
多
か
っ
た
り
、
大
声
が
で
た

り
で
、
い
っ
ぱ
い
み
ん
な
に
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、

悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
根
は
ひ
ょ
う
き
ん
者
で
、
周

り
の
人
を
ほ
ん
わ
か
と
し
た
気
持

ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
や
さ
し
い
心

の
持
ち
主
な
の
で
す
。

　

彼
の
特
技
は
料
理
で
す
。
自
分

が
食
べ
た
い
が
た
め
に
作
る
の
が

モ
ッ
ト
ー
で
す
か
ら
、
す
ご
く
集

中
し
て
や
り
ま
す
。
今
は
、
パ
ン

作
り
に
は
ま
っ
て
い
て
、
生
地
か

ら
こ
ね
て
、
発
酵
、
形
成
、
焼
く

ま
で
慣
れ
た
手
つ
き
で
進
め
て
い

ま
す
。
中
の
具
材
も
、
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
シ
ー
チ
キ
ン
、
ほ
う
れ
ん
草

知子さんとパソコンが大好きな康平君

�
�
�
�
�

�
�
��
�
�
�
�
�

植
木
知
子
さ
ん（
上
中
津
井
）　
 

●� ●� ●�

●�

●��

福祉
フ ォーラ ム
i n  真庭

※��～��㌻ の掲載記事については、「どーなつの会」の承諾を得て掲載しています。
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
し
な
が

ら
、
牛
乳
工
場
で
働
い
て
い
ま
す
。
以

前
は
、
早
起
き
が
苦
手
で
、
仕
事
も
な

か
な
か
長
く
続
か
な
か
っ
た
ん
で
す

が
、
自
分
の
生
活
リ
ズ
ム
を
見
直
し
た

こ
と
で
、
も
う　

年
続
い
て
い
ま
す
。

��

若
い
こ
ろ
に
は
、
あ
れ
も
ダ
メ
こ
れ
も

ダ
メ
と
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
は
、
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
も
す
ご
く
充
実
し
て
い
て
、
原
付

免
許
に
挑
戦
し
た
り
、
生
活
が
と
て
も

自
由
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
障
が
い

に
対
す
る
世
間
の
意
識
が
変
わ
っ
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
障
が
い

の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
な

し
に
関
わ
ら
ず
お
互
い
を
も
っ
と
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
耳
の
不
自
由

な
人
に
大
声
で
話
し
か
け
る
の
は
、
お

か
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。
身
振
り

手
振
り
で
伝
え
れ
ば
い
い
の
で
す
。
障

が
い
の
あ
る
人
の
状
態
を
よ
く
見
て
、

よ
く
知
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
、
お

互
い
の
理
解
へ
の
第
一
歩
な
の
で
す
。

どのような支援が行われているの？

　

「
知
的
障
害
者
入
所
更
生
施
設
コ
ス

モ
ス
の
園
」
は
、
北
房
イ
ン
タ
ー
の
す

ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。定
員
は　

名
で
、

��

専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
、
利
用
者

の
障
が
い
の
特
質
や
自
主
性
を
尊
重
し

な
が
ら
、
自
立
し
た
地
域
生
活
に
つ
な

が
る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
の
園
は
、「
社
会
福
祉
法
人
秋

桜
会
」
の
�
つ
の
事
業
の
一
つ
で
、
ほ

か
に
、
自
宅
な
ど
地
域
で
生
活
し
て
い

る
障
が
い
者
の
働
く
場
と
な
る
「
小
規

模
通
所
授
産
施
設
コ
ス
モ
ス
ワ
ー
ク
」、

知
的
ま
た
は
精
神
障
が
い
者
が
小
人
数

で
共
同
生
活
を
送
り
自
立
生
活
に
向
け

て
の
訓
練
を
行
な
う
「
共
同
生
活
支
援

事
業
」、自
宅
で
の
介
護
者
が
諸
事
情
に

よ
り
一
時
的
に
介
護
が
困
難
な
場
合
に

利
用
す
る
「
日
中
一
時
支
援
を
含
む
短

期
入
所
事
業
」な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
最
近
は
、
関
心
の
高
ま
っ
て

い
る
発
達
障
が
い
児
童
へ
の
相
談
や
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
行
政
や
各
関
係
機

関
な
ど
の
要
請
を
受
け
て
、
検
討
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
岡
山
県
立
誕
生
寺
養
護
学
校
」
は
、

知
的
障
害
ま
た
は
肢
体
不
自
由
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
に
向
け
て
確
か

な
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
学
ぶ
特
別

支
援
学
校
で
す
。
小
学
部
･
中
学
部
･

高
等
学
部
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
や
保
護
者
の
送
迎
、
公
共

交
通
機
関
や
寄
宿
舎
を
利
用
し
て
毎
日

通
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
在
学
中

の
児
童
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地

域
の
学
校
や
就
学
前
の
お
子
さ
ん
へ
の

特
別
支
援
教
育
が
も
っ
と
充
実
し
た
も

の
に
な
る
よ
う
に
、
中
心
と
な
っ
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る

方
の
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
や
研
修

会
の
開
催
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
の
中
で
、

地
域
の
保
育
園
･
幼
稚
園
･
小
中
学
校

･
高
等
学
校
の
先
生
や
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
し
た
教
育
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。「
な
ん
と
な
く
気
に
な
る
」「
ち

ょ
っ
と
困
っ
て
い
る
」
な
ど
相
談
し
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
内
の
小
中
学
校
で
は
障
が
い
の
あ

る
児
童
生
徒
が
、
充
実
し
た
教
育
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
内
す
べ
て
の
学

校
で
特
別
支
援
教
育
の
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
主
な
取
り
組
み
は
、

特
別
支
援
教
育
の
指
導
者
の
育
成
、
特

別
支
援
学
級
の
運
営
、
学
校
環
境
の
整

備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
事
業
の
中
心
と
な
る
の
が
、

校
長
が
指
名
す
る
「
特
別
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
」
で
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
校
内
委
員
会
･
研
修
な
ど
の

企
画
運
営
、
関
係
諸
機
関
･
学
校
と
の

連
絡
調
整
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
の
受

付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障

が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
と
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
個

別
の
指
導
計
画
を
作
成
し
て
、
一
人
ひ

と
り
に
応
じ
た
教
育
を
進
め
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
特
別
支
援
教
育
を
進

め
る
た
め
に
は
、
教
員
の
特
別
支
援
教

育
に
関
す
る
理
解
が
不
可
欠
で
す
。
継

続
的
に
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て
、
専

門
性
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

行安克昌
真庭市教育委員会
学校教育課参事

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た

教
育
を
進
め
て
い
ま
す

あたたか い街づ く り をはじめようよ ! 

山岡格史さん
誕生寺養護学校
特別支援教育コーディネーター

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

押目康浩さん
知的障害者更生施設
コスモスの園施設長

発
達
障
が
い
児
童
へ
の

支
援
を
検
討
中
で
す

藤田重治さん
（蒜山富掛田）
グループホーム利用者

地
域
に
支
え
ら
れ
、今
の

生
活
に
満
足
し
て
い
ま
す



な
い
か
と
い
う
本
人
や
家
族
の
思
い

が
、
最
近
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
暮
ら
す

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
支
援
す
る
に
は

大
勢
の
人
の
か
か
わ
り
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
支
援
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
、

ケ
ー
ス
会
議
を
も
ち
、
本
人
の
様
子
を

き
ち
ん
と
把
握
し
て
、
適
切
に
支
援
で

　

真
庭
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
、
地
域
で
暮
ら
す
た
め

に
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

真
庭
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
、
障
が
い

の
あ
る
人
た
ち
は
ど
う
し
て
も
津
山
や

県
南
の
施
設
を
利
用
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
何
と
か
生

ま
れ
育
っ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

き
る
よ
う
に
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
に
人
と
人

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

真
庭
地
域
で
は
、
ま
だ
ま
だ
必
要
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
使
い
た
く
て
も
使
え
な

い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す　

そ
う
い

う
一
人
ひ
と
り
の
困
っ
て
い
る
こ
と
を

出
し
合
っ
て
、
そ
の
解
決
方
法
を
考
え

る
場
と
し
て
「
真
庭
地
域
自
立
支
援
協

議
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
協
議
会
で
は
、
支
援
の
必
要
な

子
ど
も
さ
ん
た
ち
の
活
動
や
成
長
の
場

を
真
庭
で
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
っ
て

い
け
ば
い
い
の
か
、
み
ん
な
で
一
緒
に

考
え
る
た
め
に
「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
あ

た
た
か
い
街
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

真庭地域生活支援センター
所長（相談支援専門員）
藤井　守さん
℡����-��-����（下市瀬）

フォーラムで皆さんにお会
いできるのを楽しみしてい
ます。いろいろなご意見を
ぜひお聞かせください。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�

さぁ み ん な で 出かけ よう !

あたたかい街づくりを
はじめようよ!
―きいて、私たちの声を―
―知って、私たちのことを―
―見つめて、
あたたかいまなざしで―

福祉
フ ォーラ ム
i n  真庭

■ ��／ ����
　 1 3 ： 00～ 1 6 ： 00
　   （ 1 2 ：30 受付）

■ 勝 山文化セン ター
　第��会議室（勝山���）

■ 講演
　 「子どもの育ちを支え
　    地域で生活するために」

■シ ン ポ ジウ ム
　 「真庭がこんな地域
　          だっ たら いいな ! ! 」
　   参加者：当事者の保護者、保育園、
　   学校の先生など

※お子さんの託児コーナーも設けています。
詳しくは、お問い合わせください。（要予約）

問い合わせ・申し込み

真庭地域生活支援センターまで

��������	��
��

講師
金丸博一氏

（広島県・幼児発
達支援センター
柏学園相談支援
専門員）

※今回紹介した各関係機関の連絡先をご案内しますので、ご利用ください

お問い合わせは

℡����-��-����
（真庭市地域生活支援センター内）

真庭地域自立支援協議会事務局

℡����-��-����（片岡会長宅）どーなつの会

℡����-��-����（土井会長宅）寺子屋

℡���-����-����（小瀬会長宅）勝山水夢水遊びの会

℡����-��-����（落合庁舎内）教育委員会学校教育課

℡����-��-����（久米南町）岡山県立誕生寺養護学校

℡����-��-����（五名）知的障害者更生施設コスモスの園

℡����-��-����（下市瀬）真庭地域生活支援センター



問
い
合
わ
せ
先　

さ
さ
ゆ
り
館

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

囲
碁
サ
ロ
ン
友
の
会
が
、
真
庭
市

囲
碁
大
会
（
市
長
杯
・
議
長
杯
）
を

開
催
し
ま
す
。
レ
ベ
ル
の
近
い
方
同

士
の
対
局
を
心
が
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

�
月
�
日
�　

午
前　

時
〜

��

場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
費 
一
般
�
、�
�
�
円
、学
生
・

場
所　

蒜
山
ベ
ア
バ
レ
ー
ス
キ
ー
場

②
津
黒
高
原
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ

　

ー
ム
大
会

日
時　

�
月
�
日
�　

受
付
午
前
�

　

時　

分
〜　

開
会
午
前
�
時　

分

��

��

場
所　

津
黒
高
原
ス
キ
ー
場

問
い
合
わ
せ
先　

蒜
山
振
興
局
総
務

　

振
興
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　　

北
房
地
区
の
団
体
で
構
成
さ
れ
る

北
房
女
性
の
会
が
、
北
房
女
性
の
つ

ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
大
会
で
は
、

関
西
を
中
心
に
活
躍
中
の
ジ
ャ
ズ
ボ

ー
カ
リ
ス
ト
・
坂
本
淳
さ
ん
に
よ
る

ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
や
各
団
体
の
パ
ネ

ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。
参
加
は

無
料
で
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

北
房
支
局
総
務
振

　

興
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

愛
育
委
員
会
久
世
支
部
と
栄
養
改

善
協
議
会
久
世
支
部
が
「
か
る
た
」

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
い
し
〜
い

手
作
り
お
や
つ
や
参
加
賞
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時　

��

��

　

分
〜

場
所　

く
せ
活
き
生
き
サ
ロ
ン

問
い
合
わ
せ
先　

久
世
支
局
市
民
福

　

祉
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

冬
の
津
黒
高
原
で
、
か
ま
く
ら
作

り
や
雪
合
戦
、
そ
り
遊
び
な
ど
を
し

て
楽
し
い
�
日
を
過
ご
し
ま
す
。
参

加
は
無
料
で
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

※
雪
遊
び
が
で
き
る
服
装
で
参
加
く

　

だ
さ
い
。

����������

�������������

����������

�������������

����������

�������������

�����������

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

�����

�������������

�����

�������������

�������

�������������

支局代表電話番号
（総務振興課・出張所）

真庭市の人口

����������	
����

����������	
���

�����������	
���

��������	
�����

����������	

���������	


　

女
性
�
、�
�
�
円
（
軽
食
付
）

申
込
締
切　

�
月
�
日
�

問
い
合
わ
せ
先　

囲
碁
サ
ロ
ン
友
の
会

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

市
内
で
開
催
さ
れ
る
ス
キ
ー
大
会

の
う
ち
、
当
日
参
加
で
き
る
も
の
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
友
金
杯
ス
キ
ー
大
会（
ナ
イ
タ
ー
）

日
時　

�
月　

日
�　

受
付
午
後
�

��

　

時
〜　

開
会
午
後
�
時

M A N IW A ��

桂三枝
独演会

�
�
�
��
�（ ��）

��������	
����

���������	
��

��������	
����

��������	
����

開演／��：��　会場／勝山文化センター　入場
券／�����円（勝山文化センター、各支局総務振
興課・出張所で販売）　�問 ／勝山文化センター
℡����-��-����

新
春
か
る
た
大
会

「
か
る
た
」っ
て
楽
し
い
よ

 
か
ま
く
ら
作
り
と
雪
遊
び

 
雪
の
中
で
思
い
っ
き
り
遊
ぼ
う

第
�
回
真
庭
市
囲
碁
大
会

囲
碁
で
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う

飛
び
込
み
参
加
も
大
丈
夫

 
市
内
の
ス
キ
ー
大
会

 
第�

回
北
房
女
性
の
つ
ど
い

��
ご
参
加
く
だ
さ
い

�
�
�

�
�
�
�

�������
��������������������
楽しく身に付く（？）内容です。
参加は無料です。

�������催し物コーナー

チャレンジウォーク・エクサ
サイズの結果発表、禁煙用品
などの展示紹介、健康チェッ
ク、各団体の活動紹介など

�������まにわウエストサイズ
物語（健康づくり大会）

湯原いきいき音頭ストレッチ
実践、講演、表彰など
講演：人生を楽しむために
　～禁煙の勧め
（講師 岡山済生会総合病院 川
井治之先生）

�問  子育て健康推進課
℡����-��-����

������



�

��� MANIWA

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
と
協
力

を
い
た
だ
く
た
め
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時　

��

��

　

分
〜

場
所　

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師　

辛　

淑
玉
（
神
奈
川
県
人
権

　

啓
発
推
進
会
議
委
員
）

演
題　

『
変
わ
る
勇
気
･
変
え
る
勇
気

　

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
〜
』

主
催　

真
庭
市
・
真
庭
市
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
、岡
山
県
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
（
℡

�
�
�
�（　

）�
�
�
�
）
ま
た

��

は
北
房
支
局
総
務
振
興
課
（
℡
�

�
�
�（　

）�
�
�
�
）　

��

　

蒜
山
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

実
行
委
員
会
が
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
初
心

者
で
も
楽
し
め
る
、
蒜
山
高
原
キ
ャ

ン
プ
場
周
辺
の
�
時
間　

分
程
度
の

��

ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。（
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
の
レ
ン
タ
ル
も
有
）

日
時　

�
月　

日
�　

午
前
�
時
〜

��

参
加
費　

�
、�
�
�
円

　

集
合
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、蒜
山
観

光
協
会
（
℡
�
�
�
�（　

）�
�
�

��

�
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
落
ち
葉
を
集
め
、

商
品
と
し
て
出
荷
す
る
「
葉
っ
ぱ
ビ

ジ
ネ
ス
」。過
疎
の
山
村
を
救
っ
た
奇

②
こ
ぼ
れ
た
エ
サ
を
す
み
や
か
に
片

付
け
、
周
辺
を
清
潔
に
保
つ
③
大
型

鶏
舎
な
ど
は
消
石
灰
を
周
辺
に
ま
い

て
消
毒
し
、
専
用
靴
に
よ
る
出
入
り

で
ウ
イ
ル
ス
持
ち
込
み
を
防
ぐ
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
振
興
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
で
は
、
商
店
や
事
業
所
か

ら
出
る
ご
み
を
収
集
運
搬
す
る
、
平

成　

年
度
の
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収

��
集
運
搬
業
の
許
可
業
者
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
更
新
さ
れ
る
方
や
新

た
に
申
請
さ
れ
る
方
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

�
月
�
日
�
〜
�
月　
��

　

日
�

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

跡
の
よ
う
な
お
話
を
基
に
イ
キ
イ
キ

と
働
く
高
齢
者
の
笑
顔
の
理
由
に
迫

り
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時　

��

��

　

分
〜

場
所　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

申
込
締
切　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

津
山
教
育
事
務
所

　

生
涯
学
習
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
や

す
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
大
切
な

鳥
を
病
気
か
ら
守
る
た
め
、
次
の
発

生
防
止
対
策
を
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
、
異
常
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
獣
医

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

主
な
対
策　

①
他
の
動
物
と
の
接
触

を
避
け
、
外
部
か
ら
の
感
染
を
防
ぐ

「無火災」の願いをリ レ ーする

真
庭
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会

 
新
春
講
演
会
を
開
催 （
入
場
無
料
）

 
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー

 
小
学
生
以
上
な
ら
初
心
者
も
大
丈
夫

 
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

 
高
齢
者
の
笑
顔
の
理
由
が
わ
か
る

 
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
注
意

 
鳥
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

��������������	�
����

日時／�月�日�  受付 �：��～　会場／遷喬小学校　種目／コース（���㌔）
小学生男女、中学生男女、高校生以上男女、招待消防団、消防団　
申込方法／市役所窓口に用意してある申込書を久世支局総務振興課へ提出
問い合わせ先／久世支局総務振興課（久世公民館内）℡����-��-����

無火災への願いをタスキに込め、�人の走者が久世市街地を
リレーします。幼年防火クラブの鼓笛演奏や、婦人防火クラ
ブによる温かいシチューが参加者をもてなします。

�����
申し込み期限
��月 ����日 �

参加無料

使用済みの大封筒が、便利で、
すてきな収納用具に生まれ変わ
ります。

日時　�月��日�　��：��～
場所　リサイクルプラザまにわ
　（クリーンセンターまにわ内）
会費　���円
定員　��名
締切　�月��日�
�問 　リサイクルプラザまにわ
　　 ℡����-��-����（直通）

リ 
サ 
イ
ク
ル

体
験
講
座

■応募先　真庭商工会北房支所
　〒���-���� 真庭市下呰部  
    ���-�� 　℡����-��-����
■応募方法　はがき（住所･氏名･年 
　齢･電話番号を明記）または電話
■応募締切　�/���
■面接  �/���  ��：��～ 北房支局

�問  真庭商工会北房支所

�����
�����

募集

北 房 ぶ り 市
2 ／ 3 （ 日 ）�����������������

新 鮮な わ た し を
食 ・ べ ・ て 「奥方」は伝達式に

花を添えるステキな役。
どしどし応募してね。
待ってるよ～！

 
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

 
許
可
業
者
の
受
け
付
け
開
始



 参加自由･入場無料

庭
北
部
・
美
新
火
葬
場
の
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

�
真
庭
火
葬
場
臨
時
職
員

応
募
資
格　

①
市
内
に
住
所
の
あ
る

　

平
成　

年
�
月
�
日
現
在
満　

歳

��

��

未
満
の
方
②
普
通
免
許
を
お
持
ち

の
方（
オ
ー
ト
マ
限
定
不
可
）③
土
・

日
・
祝
祭
日
の
勤
務
が
可
能
な
方

勤
務
地　

真
庭
火
葬
場
（
三
阪
）

業
務
内
容　

火
葬
業
務
お
よ
び
霊
柩

　

車
運
転
業
務

必
要
書
類　

履
歴
書

応
募
締
切　

�
月　

日
�

��

�
真
庭
市
火
葬
場
業
務
事
業
者

応
募
資
格　

真
庭
市
内
に
本
社
を
有

　

す
る
法
人

委
託
区
域　

①
真
庭
北
部
火
葬
場　

　

②
真
庭
美
新
火
葬
場

委
託
期
間　

�
年
間
（
平
成　

年
度

��

　

〜　

年
度
）

��

委
託
業
務
内
容　

火
葬
業
務
・
施
設

　

管
理
業
務
・
霊
柩
車
運
行
業
務

必
要
書
類　

所
定
の
申
請
書
、
関
係

　

書
類

申
込
締
切　

平
成　

年
�
月
�
日
�

��

※
提
出
先
は
い
ず
れ
も
環
境
課
。

　

被
保
険
者
の
方
で
、
妊
娠
�
カ
月

　

（　

週
）以
上
の
方

��

申
請
期
間　

出
産
予
定
日
の
前
々
月

　

の
初
日
か
ら
�
週
間
前
ま
で

※
国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
が

　

あ
る
場
合
は
原
則
ご
利
用
に
な
れ

　

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
（
℡
�
�

　

�
�（　

）�
�
�
�
）
お
よ
び
各

��

　

支
局
市
民
福
祉
課　
　

　

�
岡
山
県
観
光
連
盟
で
は
、
各
種

観
光
行
事
な
ど
で
岡
山
県
の
観
光
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
お
か
や
ま
観
光

フ
レ
ン
ズ
」
�
名
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
　

歳
以
上
の
県
内
在
住

��

　

者
（
高
校
生
は
除
く
）
で
、
平
成

　
　

年
�
月
�
日
か
ら
�
年
間
、
曜

��

　

日
を
問
わ
ず
各
種
行
事
に
参
加
で

　

き
る
、
健
康
で
明
朗
活
発
な
方
。

募
集
締
切　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先  
�
岡
山
県
観
光
連
盟

　

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

預
金
保
険
制
度
に
よ
り
、
当
座
預

金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金
な

ど
は
全
額
保
護
さ
れ
、
定
期
預
金
や

利
息
つ
き
の
普
通
預
金
な
ど
は
、
金

融
機
関
ご
と
に
預
金
者
�
人
当
た
り

元
本
�
、�
�
�
万
円
ま
で
と
そ
の
利

息
な
ど
が
保
護
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

金
融
庁
預
金
保
険

　

機
構
（
℡
�
�（
�
�
�
�
）�
�

　

�
�
）
ま
た
は
各
金
融
機
関

　

真
庭
市
で
は
、
出
産
育
児
一
時
金

（　

万
円
が
上
限
）を
事
前
に
申
請
い

��た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
市
が
直
接
医

療
機
関
に
支
払
い
ま
す
。
退
院
時
に

は
、
窓
口
で
一
時
金
を
差
し
引
い
た

額
を
支
払
う
だ
け
と
な
り
ま
す
。

対
象
者　

真
庭
市
国
民
健
康
保
険
の

　

要
介
護
度
�
〜
�
に
認
定
さ
れ
た

　

歳
以
上
の
方
の
う
ち
、
精
神
・
身

��体
に
障
害
が
あ
る
方
は
「
身
体
障
害

者
に
準
ず
る
者
」
と
し
て
税
法
上
の

障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
認
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
高

齢
者
支
援
課
ま
た
は
各
支
局
市
民
福

祉
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
で
障
害
者

　

控
除
が
受
け
ら
れ
る
方
は
申
請
の

　

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
高
齢
者
支
援
課
（
℡
�

�
�
�（　

）�
�
�
�
）
ま
た
は
各

��

支
局
市
民
福
祉
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

環
境
課
で
は
、
平
成　

年
度
採
用

��

の
真
庭
火
葬
場
の
臨
時
職
員
と
、
平

成　

〜　

年
度
に
業
務
委
託
す
る
真

��

��

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
者

税
法
上
の
控
除
対
象
に

真
庭
市
内
火
葬
場

臨
時
職
員
・
業
務
事
業
者
を
募
集

預
金
保
険
制
度 （
ペ
イ
オ
フ
）

ご
存
知
で
す
か

真
庭
市
国
民
健
康
保
険

出
産
時
の
窓
口
負
担
が
軽
減

お
か
や
ま
観
光
フ
レ
ン
ズ
募
集

 
あ
な
た
が
岡
山
を
�
�

休日急患担当医

���������

�����
�����
�����
�������
��������
������������	
�
������

M A N IW A ��

��������	
�

���������	
�
��������	
����

ご参加お待ち しています

�問  農業振興課　℡����-��-����

真庭
農林業者 の つ ど い

おもな内容
・新規就農者・就業者激励
・蒜山ウシ物語コンクール表彰
・基調講演　楠本雅弘氏(前・山形大
　学農学部教授)「活力ある地域が元
　気な農業を支え、元気な農業が活 
　力ある地域を養う」
・青年農業者プロジェクト発表
・市内の農林業展示・販売コーナー

開催日　�月��日�
時　間　午後�時～午後�時
場　所　久 世エ ス パスセ ンター

いき
いき  いき

�����

�落合病院・落合�
���������		


�中山病院・久世
����������	�


�����

�勝山病院・勝山
����������	�	
�河本病院・落合
����������	�	

�����

�金田病院・落合�
���������		
	
�近藤病院・勝山
������������	

�����

�勝山病院・勝山
����������	�	
�まにわ整形外科（外）・久世
����������	��
�廣恵医院（内）・北房
������������	

������

�落合病院・落合�
���������		


�谷田医院（外）・八束�
�������������

������

�湯原温泉病院・湯原
�������������
�杉江医院（外）・落合�
���������	
��

������

�河本病院・落合
����������	�	
�人見医院（内）・勝山�
����������	



������

�近藤病院・勝山
������������	
�松坂医院（内）・久世�
���������		��
�さくもとクリニック（外）・北房�
�����������		

�

�����

�金田病院・落合�
���������		
	
�片岡医院（内）・湯原�
����������	��

����



��� MANIWA

　
　

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
�
月
�
日
現
在
で
、
選
挙

資
格
の
あ
る
方
の
申
請
に
基
づ
い
て

作
成
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
の
提
出

が
な
い
と
選
挙
権
が
な
く
な
り
ま

す
。
提
出
期
限
は
�
月　

日
�
で
す

��

の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
申
請
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

選
挙
資
格
を
有
す
る
方
の
条
件

（
次
の
①
〜
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

①
平
成　

年
�
月
�
日
現
在
、
真
庭

��

　

市
に
住
所
を
有
す
る
方

②
年
齢
が
満　

歳
以
上
（
平
成　

年

��

��

　

�
月　

日
現
在
）
の
方

��

③　

㌃
（
一
反
）
以
上
の
農
地
に
つ

��

　

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
方
、
も
し

　

く
は
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
配

　

偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね　

日
以

��

　

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
市
農
業
委
員

　

会　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

第
�
回
岡
山
県
身
体
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
、
�
月
〜
�
月
に
か
け

て
岡
山
県
陸
上
競
技
場
な
ど
で
開
催

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
岡
山
県
で
は
参

加
選
手
を
募
集
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、

県
民
の
障
害
に
対
す
る
理
解
と
認
識

を
深
め
、
障
害
者
の
社
会
参
加
促
進

を
目
的
と
す
る
大
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

�
月　

日
�
必
着

��

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課
（
℡
�
�

　

�
�（　

）�
�
�
�
）
ま
た
は
各

��

　

支
局
市
民
福
祉
課

　

東
京
の
大
学
に
進
学
す
る
岡
山
県

出
身
の
学
生
の
た
め
の
学
生
寮
、
鶴

山
館
が
、
平
成　

年
度
入
館
生
を
募

��

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

岡
山
県
に
本
籍
ま
た
は

　

縁
故
の
あ
る
方
で
、
平
成　

年
�

��

　

月
時
点
で
東
京
都
お
よ
び
そ
の
周

　

辺
に
あ
る
大
学
（
短
大
・
夜
間
部

　

を
除
く
）
に
在
籍
す
る
�
〜
�
年

　

の
男
子
学
生
（
書
類
提
出
時
、
進

　

学
予
定
者
を
含
む
）

募
集
人
員　
　

名
前
後

��

提
出
書
類　

①
入
館
願　

②
履
歴
書

　

③
家
庭
お
よ
び
志
望
調
書　

�
小

　

論
文（「
共
同
生
活
に
お
け
る
自
由

　

と
規
律
」
を
テ
ー
マ
に
�
�
�
字

　

詰
原
稿
用
紙
�
枚
以
内
）

受
付
期
間　

�
月　

日
�
〜
�
月
�

��

　

日
�
必
着

問
い
合
わ
せ
先　

�
鶴
山
館

　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�　

東
京
都

　

西
東
京
市
中
町
�
―　

―
�　

��

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
医
療
法
人
敬
和
会
近
藤
病
院
職
員

の
皆
さ
ん
よ
り
、
勝
山
小
学
校
へ
Ａ

Ｅ
Ｄ
一
式
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
故
・
山
下
忠
雄
さ
ん
よ
り
、
書
籍

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�����������
・原方�住宅下水道接続工事（建設部都市住宅課）
　㈱三木工務店…��,���,���円 

������������
・蒜山振興局中央監視装置移設工事
　（蒜山振興局総務振興課）　㈱山武…�,���,���円 

������������
・旭水苑脱水機ＩＺポンプ他定期修繕工事（旭水苑）
　アタカ大機㈱…��,���,���円 
・市道境延吉線測量設計業務（建設部建設課）
　㈲アイテックコンサルタント…���,���円 
・市道長政一本木線用地測量業務（建設部建設課）
　㈲アイテックコンサルタント…���,���円 
・市道田中中央線用地測量調査業務（建設部建設課）
　㈱ウジョウ…���,���円 
・市道長政一本木線調査業務（建設部建設課）
　㈱エイトコンサルタント…�,���,���円 
・真庭市耐震改修促進計画作成業務（建設部都市住宅課）
　㈱ウエスコ…�,���,���円 
・勝山�号幹線(�工区)管渠工事（上下水道部下水道課）
　㈱三木工務店…��,���,���円 
・上水田・山田地区（�工区）管路施設工事
　（上下水道部下水道課）　㈱谷本組…�,���,���円 
・市道別所常藤�号線舗装改良工事（蒜山振興局産業建設課）
　㈱吉田組…��,���,���円 
・林道川上�号線（�工区）用地測量業務（蒜山振興局産業建設課）
　大島技術コンサルタント㈱…���,���円 

�����������
・神代地区携帯電話鉄塔施設整備工事（企画観光部情報推進課）
　㈱三木工務店…��,���,���円 
・余野地区携帯電話鉄塔施設整備工事（企画観光部情報推進課）
　㈱岡田組…��,���,���円 
・久世公共残土センター建設工事（建設部維持管理課）
　㈱川西工務店…��,���,���円 
・市道中須線道路改良工事（建設部建設課）
　㈲西尾重機…�,���,���円 
・市道谷下河原線谷橋（下部工）拡幅工事（建設部建設課）
　㈱醍醐建設…�,���,���円 
・市道古風呂線道路改良工事（建設部建設課）
　㈲警友建設…�,���,���円 
・市道水乢線舗装修繕工事（建設部建設課）
　㈱岡田組…�,���,���円 
・市道下湯原公園線舗装新設工事（建設部建設課）
　㈲横辺工務店…�,���,��� 
・組揚水機新設工事（産業部農林土木課）
　山本設備工業㈱…��,���,���円 
・多田地区（�工区）管渠工事（上下水道部下水道課）
　㈱川西工務店…��,���,���円 
・新建地区（�工区）管渠工事（上下水道部下水道課）
　㈱岡真土建工業所…��,���,���円 
・鹿田・美川地区（�工区）舗装工事（上下水道部下水道課）
　㈲真庭舗装…�,���,���円 
・種地区（�工区）配水管布設工事（上下水道部水道課）
　㈱大和建設…��,���,���円 
・見明戸地区配水管布設工事（上下水道部水道課）
　㈲横辺工務店…��,���,���円 
・足ホタル道復旧工事（湯原支局総務振興課）
　㈲横辺工務店…�,���,���円 
・市道蒜山高原線工事用道路舗装復旧（�工区）工事
　（蒜山振興局産業建設課）　㈱ﾅｲｶｲｱｰｷｯﾄ…�,���,���円 
・落合方面隊第�分団第�部機庫建設工事
　（落合支局総務振興課）　㈱酒井工務店…�,���,���円

総務部管財課
℡�����������������

�

にゅうさつ

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
を
お
忘
れ
な
く

身
体
障
害
者 
ス
ポ 
ー
ツ
大
会

参
加
選
手
を
募
集

�
鶴
山
館

平
成�

年
度
入
館
生
募
集

��

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す



今
月
の
テ
ー
マ（�

月
号
で
募
集
）

��

我
が
家
の
雑
煮
（
ぞ
う
に
）

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。
今 月は寄せられたお便り
��通の中からチ ョ イス

　

雑
煮
と
い
え
ば 
十
六
島  
海  
苔 
の
入

う
っ
ぷ
る
い 

の 

り

っ
た
雑
煮
が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま

す
。
山
の
中
で
育
っ
た
の
で
子
ど
も

の
こ
ろ
は
、
新
鮮
な
魚
介
類
な
ど
は

な
か
な
か
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
正
月
だ
け
は

特
別
で
山
陰
方
面
か
ら
や
っ
て
き
て

い
た
行
商
の
方
か
ら
十
六
島
海
苔

（ 
十
六
島 
と
は
島
根
県
北
部
海
岸
部

う
っ
ぷ
る
い

の
地
名
）
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。
お

雑
煮
の
上
に
海
苔
を
ほ
ん
の
少
し
乗

せ
る
だ
け
で
、
ぷ
わ
ぁ
ー
っ
と
磯
の

香
り
が
し
て
味
わ
い
を
豊
か
に
し
て

く
れ
ま
す
。
お
正
月
の
雑
煮
は
楽
し

み
で
、
あ
の
香
り
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

▼

PN 小夏葵一

▼

PN ラムネ

▼

PN ゆうな

ん
。
昨
年
、
久
し
ぶ
り
に
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
、
今
か
ら
雑
煮
が
楽
し

み
で
す
。

　

わ
た
し
の
住
む
蒜
山
地
域
は
シ
ン

プ
ル
な
雑
煮
が
多
い
で
す
。
家
庭
に

よ
っ
て
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、 

醤  
油 

し
ょ
う 

ゆ

す
ま
し
に 
餅 
を
入
れ
、 

花  
鰹 
を
ふ
り

も
ち 

は
な 

か
つ
お

か
け
た
程
度
の
も
の
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
理
由
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
祖
母
に
聞
い
て
も
「
わ
し

が
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
そ
が
に

〜
だ
っ
た
」
と
い
う
の
で
、
と
に
か

く
ず
っ
と
昔
か
ら
こ
う
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。「
雑
煮
」
と
い
う
名
前
か
ら

し
て
、
本
来
い
ろ
い
ろ
な
具
材
が
入

っ
て
い
る
も
の
を
言
う
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
わ
た
し
は
こ
の
、
飾
り

気
の
な
い
姿
に
美
し
さ
す
ら
感
じ
て

い
ま
す
。
誰
が
何
と
言
お
う
と
、
わ

た
し
の
雑
煮
は
、
こ
の
雑
煮
で
す
。

忘
れ
ら
れ
な
い
香
り

　
 
K
子
さ
ん（ 
禾  
津 
）

い
な 

つ

PN

　

「
お
雑
煮
」と
聞
く
と
思
い
出
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
年
の
春
、
わ

た
し
は
縁
あ
っ
て
、
今
の
家
に 
嫁 
い

と
つ

で
来
ま
し
た
。
当
然
文
化
も
違
い
ま

す
か
ら
「
知
ら
な
い
こ
と
は
一
つ
ひ

と
つ
覚
え
て
い
こ
う
」
そ
ん
な
新
鮮

な
気
持
ち
で
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た

も
の
で
す
。
そ
し
て
迎
え
た
初
め
て

の
正
月
。
い
つ
も
の
よ
う
に
食
事
の

準
備
を
手
伝
お
う
と
お 
義  
母 
さ
ん
に

か 

あ

声
を
か
け
る
と
、「
う
ち
の
お
雑
煮
は

ち
ょ
っ
と
違
う
ん
じ
ゃ
ぁ
」
と
言
わ

れ
、
最
初
は
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
見
て
い
る
と
、 
醤  
油 
で

し
ょ
う 

ゆ

は
な
く
、
お
味
噌
が
出
て
く
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
う
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
ど
う
や
っ
て
食
べ
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

MANIWA ��

磯の香りが漂う十六島海苔の雑煮

素材が生きるシンプルな雑煮

ぶりちょうちんを製作中

無
駄
が
無
い
か
ら
美
し
い

　
 
蒜
山
人
さ
ん（
蒜
山
吉
田
）

PN

味
噌
雑
煮
は 
義  
母 
の
味

は 

は

　
 
若
葉
さ
ん（
下
岩
）

PN

ぶ
り
市
だ
け
に
ぶ
り
が
主
流

　
 
ブ
リ
お
じ
さ
ん（ 
下  
呰  
部 
）

し
も 

あ
ざ 

え

PN

▼

若田健太朗

言
葉
を
失
う
わ
た
し
に
、
お
義
母
さ

ん
は
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
、
す
ぐ
に

「
最
初
は
わ
た
し
も
び
っ
く
り
し
た

け
ど
、
お
い
し
い
ん
よ
」
と
、
優
し

く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
実
は 
義 は

 
母 
も
か
つ
て
、
わ
た
し
と
同
じ
思
い

はを
し
て
い
た
の
で
す
。
あ
れ
か
ら
月

日
が
経
ち
、
今
で
は
味
噌
雑
煮
の
優

し
い
味
が
大
好
き
で
す
。

　

昭
和
商
店
街
で
は
、
北
房
ぶ
り
市

を
も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

通
り
を
飾
る
「
ぶ
り
ち
ょ
う
ち
ん
」

を
作
っ
て
い
ま
す
。
何
分
す
べ
て
手

作
業
で
す
か
ら
大
仕
事
で
す
が
、
み

ん
な
の
喜
ぶ
顔
を
思
う
と
頑
張
れ
る

も
の
で
す
。
作
り
方
は
企
業
秘
密
な

の
で
明
か
せ
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
リ

ア
ル
な
出
来
栄
え
な
の
で
、
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。そ
う
そ
う
、



���  M AN I W A

こ
こ
か
ら
は
広
報
ま
に
わ
を
読
ん

で
の
ご
意
見
、
お
便
り
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　生き生きと暮らすためには、
何よりも「食」は大切。近年、日
本人の食生活は大きく変わ
り、社会や健康への影響が出
ています。ご家庭での食育実
践や、普段何げないことが食
育につながっていることなど、
食育に関わる皆さんの思いを
お便りでお寄せください。

　お便りは、同封したはがきを

ご利用ください。川柳の締め切

りは�月 ��日�です。

�川柳の兼題は 「捨てる」
�イラストや 絵はがき

�広報まにわの意見や感想

▼

PN 刹那・F・セイエイ

▼

PN ヒナタ

▼

若田幸太朗

愛育委員さん絵本をありがとう

������    菌を環境学習に役立てる
イー エム

　今回、子どもたちに環境への関心を高めてほしいと湯原、落

合のライオンズクラブより、それぞれの学校プールへＥＭ菌培

養液を寄贈していただきました。ＥＭ菌とは有用微生物群（Ｅｆ

ｆｅｃｔｉｖｅ Ｍｉｃｒｏ-ｏｒｇａｎｉｓｍｓ）の頭文字をとったもので、有用

な微生物の集まりのことをいいます。学校のプールはヘドロな

どで汚れて清掃時には多くの洗剤を使い環境に負担がかかって

いました。ＥＭ菌を投入し汚れを分解したプールでは汚れが落

ちやすい状態になり、洗剤

の使用を抑えることができ

るようです。学校によって

は、学習の一環で米のとぎ

汁などでＥＭ菌を培養して

いる所もあります。市内で

は消費生活団体などで推進

され、また酪農の堆肥の臭

いを減らすなど農業分野で

も活用されています。

当
然
な
が
ら
、
我
が
家
の
雑
煮
は
ぶ

り
の
入
っ
た「
ぶ
り
雑
煮
」。
ぶ
り
市

で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

愛
育
委
員
さ
ん
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
が
き
っ
か
け
で
、
上
の
子
に
は
、

と
て
も
小
さ
な
と
き
か
ら
絵
本
を
読

ん
で
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。す
る
と
、

だ
ん
だ
ん
と
内
容
が
わ
か
っ
て
く
る

よ
う
で
、
絵
本
を
空
想
し
て
楽
し
む

よ
う
に
な
り
、
こ
の
絵
本
の
時
間
を

毎
日
楽
し
み
し
て
い
ま
す
。今
で
は
、

妹
に
大
好
き
な
絵
本
を
読
ん
で
聞
か

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
感
謝

谷
本
浩
子
さ
ん（
久
世
）

せ
て
あ
げ
た
り
、
す
す
ん
で
七
夕
や

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
付
け
を

し
た
り
、
と
て
も
や
さ
し
く
て
感
情

の
豊
か
な
子
ど
も
に
育
っ
て
く
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
の
お
か
げ
か
な
ぁ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
絵
本
と

と
も
に
子
ど
も
と
ゆ
っ
た
り
と
過
ご

す
時
間
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



本
年
も 
お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

▲「ひょうたんのねずみ」
　佐藤盛治さん（下中津井）
　の作品

��月号の読者の広場
のテーマは

「大切な食育」 です。

朝ご飯の秘策、肥満防止、

伝統の食文化、安全な食、

食と家族団らん  など

�
�
� �
�

�
�
� �
�

� 月 号 に 向 け て

「 冬の暮ら し」
をテーマに募集中

冬ならではの暮らし方や生活

の工夫など、お便りをお寄せ

ください。



わ
り
は
多
い
の
で
す
が
、
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
を
通
し
て
認
知
症
に
つ
い
て

の
知
識
が
よ
り
深
ま
り
、
介
護
者
の

声
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

認
知
症

は
早
め
の
対
応
と
、
家
族
や
地
域
の

理
解
と
協
力
が
大
切
で
す
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
機
会
に
は
、
わ
た
し
た

ち
専
門
職
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人

に
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

和
太
鼓
は
僕
の
す
べ
て

石
本
直
也
さ
ん（
鍋
屋
）

　

小
学
校
�
年
の
と
き
に
和
太
鼓
に

魅
せ
ら
れ
て
以
来
�
年
間
、
和
太
鼓

と
付
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。「
こ
れ
か

 
餅 
作
り
、始
め
ま
し
た

も
ち

岡
本
美
佳
さ
ん（
余
野
）

　

ク
リ
エ
イ
ト 
菅  
谷 
（
美
甘
）
で
は
、

す
げ 

だ
に

正
月
用
の
餅
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

地
元
産
の
餅
米
を
使
っ
て
い
て
評
判

も
上
々
。
今
年
も
多
く
の
注
文
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
ま
の
と
こ
ろ
発

送
・
配
達
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

製
品
で
納
得
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、当
施
設
で
は
、

作
業
場
の
レ
ン
タ
ル
も
行
っ
て
い

て
、
自
分
た
ち
で
餅
つ
き
を
し
た
い

と
い
う
方
々
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご

注
文
・
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
昔
遊
び
」
は
人
を
育
て
る

山
本　

登
さ
ん（
鍋
屋
）

　

昔
の
遊
び
と
い
え
ば
手
作
り
の
簡

単
な
も
の
で
し
た
が
、
道
具
を
作
る

喜
び
や
物
の
大
切
さ
、
友
人
と
の
関

係
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
そ
れ
は
今
の
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
も
同
じ
。
わ
た
し
た
ち
も
、
子

ど
も
の
目
線
に
立
つ
こ
と
で
常
に
新

し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
昔
遊
び
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
育
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た

那
須
厚
子
さ
ん（
上
中
津
井
）

　

仕
事
柄
、
認
知
症
の
方
と
の
か
か

　二川小学校は、真庭市の北部に位置

し、北は蒜山高原、西は新庄村に接し、

東に湯原湖があります。冬季は積雪が

あり、体育の授業では、学校の前の斜

面を使ってスキーをします。本校は、

全校児童��名で、家庭的な雰囲気のな

かにも、きちんとした言葉遣いができ

ることが自慢の一つです。地域の方々

に支えられ、俳句や川柳をたしなむ『夢

いっぱい、笑顔いっぱい、汗いっぱい』

の子どもたちです。

全員で楽しく休み時間を過ごします

������種���

大津神社霜月祭　��／�
���年の歴史のある余野地区の
お祭り。子どもたちが餅などのお
供えを名主に渡す場面

▼

PN ナウティカ

▼

PN 長月

▼

PN  ニンテンドー

ら
も
ず
っ
と
」
そ
う
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
来
年
進
学
す
る
こ
と
に
な

っ
た
ん
で
す
。
一
緒
に
汗
を
流
し
た

仲
間
、
そ
し
て
体
の
一
部
の
よ
う
に

な
っ
た
太
鼓
と
離
れ
る
の
は 
辛 
く
て

つ
ら

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
間
の
許
す

限
り
こ
こ
に
戻
っ
て
き
て
、
練
習
を

続
け
る
つ
も
り
で
す
。

▼

PN ジロー＆悟郎

MANIWA ��
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川 柳 「鏡」

　

映
画
に
も
な
っ
た
作
品
で
す
が
「
指
輪
物

語
」「
ゲ
ド
戦
記
」
に
続
く
よ
う
な
正
統
派
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
で
、
著
者
が　

歳
の
時
か
ら
書

��

き
始
め
、　

歳
で
書
き
上
げ
た
作
品
と
は
思

��

え
な
い
く
ら
い
牽
引
力
の
あ
る
物
語
で
す
。

さ
ら
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
も
非
常
に
シ
ン
プ

ル
で
す
か
ら
長
さ
の
割
に
は
グ
ン
グ
ン
読

み
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
謎
の
予
言
な
ど
、

じ
ら
す
展
開
も
十
分
に
あ
り
ま
す
。
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
好
き
な
ら
楽
し
め
る
本
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・　
　

 
パ
オ
リ
ー
ニ
／
著

　蔵書数は約�,���冊。図書カードを作れば�冊（�週間）

まで借りることができます。また、岡山県立図書館所蔵の

書籍（約�,���冊）も�カ月に一度更新され、貸し出しを行

っています。

��������	

���
〒���-����
真庭市豊栄����
開館時間　�：��～��：��
休館日　年末年始､ （土･日、
　祝祭日は不定休）

本の紹介

初
鏡
こ
こ
ろ
新
た
な
幕
が
開
き　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

薄
化
粧
こ
こ
ろ
晴
れ
晴
れ
初
鏡　
　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

初
鏡
少
う
し
派
手
な
紅
を
刷
く　
　
　
　

田
中　

久
栄　

久
世

九
十
の
顔
よ
く
ぞ
生
き
た
と
初
鏡　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

下
腹
を
ど
う
か
し
た
ら
と
言
う
鏡　
　
　

菅
野　

直
樹　

大
庭

お
似
合
い
と
鏡
の
声
の
試
着
室　
　
　
　

狩
谷　

博
子　

社

無
理
で
す
と
鏡
が
笑
う
試
着
台　
　
　
　

寺
澤　

敏
栄　

三
田

ま
だ
若
い
と
鏡
に
自
問
自
答
す
る　
　
　

国
米
き
く
ゑ　

久
世

こ
の
鏡
わ
た
し
の
過
去
を
知
っ
て
い
る　

西
本　

艶
子　

岩
井
谷

鏡
な
ら
写
し
て
ほ
し
い
胸
の
う
ち　
　
　

舩
津　

浩
子　

後
谷

曇
り
な
い
心
で
い
た
い
鏡
拭
く　
　
　
　

山
上　

草
花　

上
中
津
井

幸
せ
な
顔
だ
け
鏡
知
っ
て
い
る　
　
　
　

阿
部　

幸
子　

落
合
垂
水

あ
り
の
ま
ま
生
き
て
鏡
に
励
ま
さ
れ　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

誠
実
を
写
す
鏡
が
汚
れ
て
る　
　
　
　
　

矢
谷
冨
士
野　

五
反

正
直
な
鏡
を
そ
っ
と
拭
い
て
み
る　
　
　

菊
池　

俊
男　

本
郷

た
め
息
を
つ
け
ば
鏡
も
ま
ね
を
す
る　
　

永
田　

寿
道　

樫
東

ク
ラ
ス
会
妻
が
鏡
へ
ま
だ
座
り　
　
　
　

妹
尾　

重
美　

下
河
内

真庭市栄養改善協議会の提供です

〈
軸
吟
〉
病
む
母
に
手
を
添
え
て
や
る
姫
鏡　
　

一
美

選：川柳おちあい 武村一美さん
��������	
��

しいたけの中華風サラダ
片栗粉をまぶすので食感がよくなり、揚
げることにより、しいたけ独特の香りが
少なくなるので、しいたけが嫌いな人で
もおいしく食べられますよ。

今月のレシピ
提供は

大石清子 さん
（勝山支部）

�材料  （４人分）

①乾しいたけは、水でもどしたものを5㍉

程度にスライスして、水気をふきとり、

片栗粉をまぶしてサラダ油でカリッと

揚げる。

②大根と人参は、千切りにして軽く塩も

みする。

③白炒りごまをすり、たかのつめは刻む。

④調味料をよく混ぜ合わせ、①②をあえ、

③を加える。

＜�人分栄養価＞

エネルギー ��ｋｃａｌ　    脂質 ���ｇ

たんぱく質 ���ｇ　 　 塩分 ���ｇ

カルシウム ��ｍｇ　 　 鉄 分 ���ｍｇ

乾しいたけ�枚、大根���ｇ、人参��ｇ、白

炒りごま少々、たかのつめ少 （々お好みで）

片栗粉適量、サラダ油（揚げ用）適量、

塩少々

（調味料）しょうゆ 大さじ�、酢大さじ

�、みりん大さじ�、砂糖大さじ�

�作り方
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具
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

定
西
塚
古
墳
は
定
東
塚
古
墳
に
少
し
遅
れ

て
、
隣
接
し
て
築
か
れ
た
方
墳
で
す
。

　

石
室
か
ら
は
方
頭
大
刀
、 

鉄  
鏃 
、
馬
具
な

て
つ 

ぞ
く

ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

定
北
古
墳
【
�
世
紀
中
葉
】

　

東
西
が　
 
㍍
、
南
北
が
約　

・
� 
㍍ 
規
模

��

��

の
、
�
段
に
築
成
さ
れ
た
方
墳
で
す
。
横
穴

式
石
室
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
切
石
を
用
い

て
お
り
、
石
室
内
か
ら
は
鉄
刀
、 

鉄  
鏃 

て
つ 

ぞ
く

、 

銅 
ど
う

 
鋺 
な
ど
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

わ
ん大

谷
一
号
墳
【
�
世
紀
後
葉
】

　

切
石
積
み
の
石
室
を
有
す
る
、
県
内
で
も

珍
し
い
古
墳
と
し
て
、
以
前
か
ら
そ
の
存
在

を
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。『
北
房
町
史
』
編 

纂
の
た
め
、
昭
和　

年
に
調
査
が
お
こ
な
わ

��

れ
、
平
成
�
年
に
現
在
の
状
態
に
復
元
さ
れ

ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
の
結
果
、
東
西
が
約　

・
�
㍍
、

��

 
南
北
が
約　

・
�
㍍ 
の
規
模
で
、
�
段
の
墳
丘

��

と
そ
の
前
面
に
�
段
の
基
壇
を
備
え
た
、
全

国
的
に
も
珍
し
い
�
段
の
方
墳
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

　

石
室
内
は
す
で
に
盗
掘
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
盗
掘
を
免
れ
た
金
銅
装
環
頭
大
刀
・
金

銅
製
品
（
と
も
に
県
指
定
重
要
文
化
財
）
を

は
じ
め
と
す
る
副
葬
品
が
出
土
し
ま
し
た
。

 「  大  谷  ・  定  古 墳 群 」
おお や さだ

国指定史跡

珍
し
い
古
墳
群

　

大
谷
・
定
古
墳
群
は
７
世
紀
（
西
暦
�
�

�
年
代
）
に
造
ら
れ
た
、
古
墳
と
し
て
は
比

較
的
新
し
い
も
の
で
す
。
時
代
的
に
は
飛
鳥

時
代
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
こ
の
時
代
に
は
新
た
に
古
墳
を

造
る
こ
と
は
控
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
古
墳
群
は
上
中
津
井
の
大
谷
と
定

と
い
う
狭
い
地
域
内
に
、
一
定
の
時
代
の
な

か
で
６
基
の
特
徴
的
な
古
墳
が
連
綿
と
築
か

れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
西
日
本
で
も
珍
し
い

例
と
し
て
注
目
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
各
古
墳
に
つ
い
て
年
代
順
に
紹
介

し
ま
す
。

定
東
塚
・
西
塚
古
墳
【
�
世
紀
前
葉
】

　

古
墳
群
の
な
か
で
最
も
古
い
も
の
で
す
。

発
掘
調
査
に
よ
り
詳
細
が
判
明
す
る
以
前

は
、
東
塚
と
西
塚
が
一
体
で
一
つ
の
前
方
後

円
墳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

定
東
塚
古
墳
は
最
初
に
古
墳
と
し
て
造
ら

れ
た
後
も
、
数
度
に
わ
た
っ
て
の
修
復
が
繰

り
返
さ
れ
、
最
終
的
に
大
谷
一
号
墳
と
同
様

な
�
段
（
墳
丘
が
�
段
、
前
面
の
基
壇
が
�

段
）の
姿
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

石
室
か
ら
は
金
製
品
、
鉄
刀
、 

鉄  
鉾 
、
馬

て
つ 

ほ
こ

�
�
��
��
�
�
��
�
�
�
�
��
�

　

大
谷
・
定
古
墳
群
（
上
中
津
井
）
が
、
昨
年　

月
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

��

に
よ
り
真
庭
市
に
お
け
る
国
指
定
史
跡
は 
四  
ツ  
塚 
古
墳
群
（
蒜
山
上
長
田
）
に
続
き
�
件
目
と

よ 

つ 

づ
か

な
り
ま
し
た
。

真庭市の
文化財

����
����

古墳群は、上中津井地区の大谷に�基、定に�基のあわせて�基で構成されます
★
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������

間
に
は
長
い
年
数
を
経
て
お
り
、
墳
丘
や
石

室
の
規
模
や
築
造
方
法
な
ど
に
つ
い
て
変
化

は
み
ら
れ
ま
す
が
、
系
統
的
に
ひ
と
つ
の
つ

な
が
り
を
持
つ
こ
と
に
疑
い
の
余
地
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
谷
一
号
墳
の
副
葬
品
で
あ
る
環

頭
大
刀
や
金
銅
製
品
、
定
東
塚
古
墳
や
定
北

古
墳
で
も
副
葬
さ
れ
て
い
る 
斧 
状
鉄
製
品
な

お
の

ど
か
ら
、
大
谷
・
定
古
墳
群
が
特
殊
な
立
場

に
あ
っ
た
人
た
ち
の
墓
と
し
て
築
か
れ
て
き

た
こ
と
も
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
鉄
資
源

の
豊
富
な
中
国
山
地
に
位
置
す
る
北
房
地
域

は
、
備
中
南
部
の
勢
力
に
対
す
る
拠
点
の
ひ

と
つ
と
し
て
畿
内
の
中
央
勢
力
と
の
結
び
つ

き
を
急
速
に
深
め
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
歴
史
の
過
程
の
一
端
を
、
大

谷
・
定
古
墳
群
は
現
在
も
静
か
に
物
語
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　

（
真
庭
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
）

定
�
号
墳
【
�
世
紀
後
葉
】

　

定
古
墳
群
中
、
最
奥
部
に
位
置
し
ま
す
。

西
半
部
が
大
き
く
失
わ
れ
て
お
り
、
規
模
に

つ
い
て
は
推
定
で
す
が
、
東
西
約　

・
�
㍍
、

��

南
北
約
� 
㍍ 
の
�
段
に
築
成
さ
れ
た
方
墳
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

石
室
内
か
ら 
須  
恵  
器 
の 
杯  
身 
が
完
全
な
形

す 

え 

き 

つ
き 

み

で
出
土
し
て
い
ま
す
。

定
�
号
墳
【
�
世
紀
末
以
降
】

　

定
北
古
墳
と
定
�
号
墳
と
の
中
間
に
位
置

し
ま
す
。
東
西
�
・
�
㍍
、
南
北
�
・
�
㍍ 
の

大
き
さ
で
、
前
面
に
基
壇
を
備
え
た
�
段
の

方
墳
で
す
。

大
谷
・
定
古
墳
群
の
意
義

　

大
谷
・
定
古
墳
群
の
各
古
墳
に
つ
い
て
の

大
き
な
共
通
的
特
徴
と
し
て
、
い
ず
れ
も
石

垣
状
の
列
石
を
巡
ら
せ
た
段
構
造
の
方
墳
で

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

定
東
塚
か
ら
定
�
号
墳
が
造
ら
れ
る
ま
で
の

金銅製品（大谷一号墳）

銅鋺の蓋（定北古墳）

金
銅
装
環
頭
大
刀（
大
谷
�
号
墳
）

復元整備された大谷 � 号墳

定東塚･西塚古墳（写真★印、右が東塚、左が西塚の石室開口部） 定北古墳の石室開口部。� 段の列石は埋没して見えません

★
★



このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成しています

「
昔
遊
び
」で
楽
し
く
交
流

こま回しの勝負 ！  おじいちゃんたちに勝てるかな？

のこを引く音が止まり、一瞬の静寂。「あっ、倒れる！」

難
し
い
け
ど
、楽
し
い

　
　

月　

日
、
く
せ
活
き
生
き
サ
ロ
ン
で
、
サ
ロ
ン

��

��

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
久
世
地
区
の

高
齢
者
（　

人
）
で
構
成
さ
れ
る
「
シ
ニ
ア 
遊  
創  
班 
」

ゆ
う 

そ
う 

は
ん

��

が
生
き
が
い
活
動
の
一
環
と
し
て
主
催
す
る
も
の

で
、
け
ん
玉
や
こ
ま
回
し
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
昔
遊

び
」
を
、
地
域
の
若
い
世
代
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
同
班
の
メ
ン
バ
ー　

人
が
、

��

お
も
ち
ゃ
や
だ
ん
ご
汁
な
ど
を
準
備
。
参
加
し
た

　

人
の
親
子
連
れ
ら
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

��し
ま
し
た
。ま
た
参
加
者
も
、
今
は
逆
に
「
新
鮮
な
」

昔
遊
び
を
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
教

わ
り
な
が
ら
思
う
存
分
楽
し
ん
だ
様
子
で
し
た
。

　

お
か
や
ま
共
生
の
森
･
久
世（
三
阪
）で
、　

月
��

�
日
、
真
庭
美
し
い 
森  
林 
づ
く
り
の
会
主
催
の
保

も 

り

育
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
共
生
の
森
は
、

県
民
が
森
林
作
業
を
通
じ
て
、
森
林
や
林
業
へ
の

理
解
を
深
め
、
人
と
森
林
が
共
生
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
県
下
�
カ
所
に
設
置
さ
れ
、
植
樹

や
、
間
伐
、
枝
打
ち
な
ど
の
作
業
体
験
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
行
わ
れ
た
の
は
間
伐
体
験
。　

��

人
の
参
加
者
の
中
に
は
間
伐
が
始
め
て
と
い
う
人

も
い
て
、
同
会
会
員
ら
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
一

心
不
乱
に
の
こ
を
引
き
、
途
中
休
憩
し
な
が
ら
も

や
っ
と
の
思
い
で
木
を
切
り
倒
す
と
、
木
々
の
間

か
ら
の
ぞ
い
た
青
空
を
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。

参加者総出演で盛り上がるコンサートのクライマックス

　

久
世
地
区
を
拠
点
に
活
動
す
る
和
太
鼓
グ
ル

ー
プ
「
早
川
太
鼓
」
が
結
成　

年
を
迎
え
、　

��

��

月
�
日
、
久
世
エ
ス
パ
ス
ホ
ー
ル
で
記
念
公
演

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
グ
ル
ー
プ
は
昭
和　
��

年
、
旧
久
世
町
の
地
域
お
こ
し
の
一
環
と
し
て

発
足
。
久
世
の
名
代
官
、
早
川 
正  
紀 
公
に
ち
な

ま
さ 

と
し

ん
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
音
楽
ス
タ
イ
ル
は

独
特
で
、
伝
統
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
芸
術
と

遊
戯
の
融
合
し
た
音
楽
は
、
ま
さ
に
「
早
川
流
」

観
衆
の
心
を
つ
か
ん
で
離
し
ま
せ
ん
。
こ
の
日

駆
け
つ
け
た
仲
間
た
ち
と
の
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え

た
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
早
川
太
鼓　

年
の
歴
史
を

��

物
語
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
内
容
で
、
観
客

か
ら
熱
い
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

MANIWA ��

早川太鼓��周年に熱いエールを ！

エスパス和太鼓クラブと早川太鼓の共演
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まちの話題

��／��  その音楽は閃光を放つ稲妻のよう
津軽三味線と和太鼓のグ

ループ「 閃  雷 」の公演が
せん らい

勝山文化センターで開催

されました。平均年齢��

歳のメンバーによる力み

なぎる演奏に���人の観

客は 拳 を上げるなどして
こぶし

応えていました。

��／�  わたしたちの作品を見て
真庭市身体障害者福祉協

会が主催する、真庭市身

体障害者作品展が勝山文

化センターで開催され、

会場には、繊細な細工や

センスあふれるデザイン

が施された���点の作品

が出品されました。

��／��  おめでとうございます
杉井茂もさん（樫西）が

���歳を迎えられました。

現在は特別養護老人施設

に入所しておられます

が、この記念すべき日に

は家族の待つ自宅に戻ら

れ、大勢の祝福を受けら

れました。

道具、衣装、音響、照明のどれもが本格的なステージ

��／�  高低差のあるコースを攻める
神庭の滝駅伝競走大会が

勝山スポーツセンターを

会場に開催されました。��

チームの参加選手は沿道

の声援にも後押しされな

がら、急な坂もある厳しい

コース�区間をタスキで

つなぎました。

��／��  昔ながらの「かんじき」作り
津黒いきものふれあいの

里で、かんじき作り体験

が行われ、市内外から約

��人が参加。真っすぐな

材料をお湯に浸しなが

ら、少しずつ曲げていく

という昔ながらの製法を

体験しました。

心
温
ま
る
ス
テ
ー
ジ
に
拍
手

　
　

月
�
日
、
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
で

��
人
権
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
公
演
は
、
お
互
い
を
尊

重
し
、豊
か
な
地
域
を
実
現
し
よ
う
と
、

真
庭
市
北
房
中
学
校
区
人
権
教
育
総
合

推
進
会
議
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
市
内
で
活
動
す
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
ビ
ー
ボ
」
の
メ
ン
バ
ー　

人
が
、

��

「
森
の
木
陰
に
吹
く
風
は
」を
上
演
。
け

ん
か
ば
か
り
し
て
い
る
妖
精
た
ち
が
、

あ
る
日
訪
れ
た
危
機
を
友
情
や
理
解
、

そ
し
て
団
結
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
、
互

い
を
尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に
気

付
い
て
い
く
姿
を
、
ほ
ほ
笑
ま
し
く
も

力
強
く
演
じ
ま
し
た
。

蒸した餅米の甘い香りが漂う中での作業

ふ
る
さ
と 
の 
味 
届
け 
た 
い

　
　

月　

日
、
ク
リ
エ
イ
ト 
菅  
谷 
で
、
正
月

す
げ 

だ
に

��

��

用
の 
餅 
の
発
送
準
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自

も
ち

宅
で
餅
つ
き
を
行
う
世
帯
が
減
っ
て
い
る

中
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
地
元
の
餅
で
正

月
を
迎
え
て
も
ら
お
う
と
昨
年
か
ら
始
ま
っ

た
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
地
元
を
中
心
に
約

�
、 �
�
�
個
を
受
注
。
発
注
者
の
引
き
取
り

を
前
に
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
市
内
で

は
ほ
か
に
、
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ

る
、
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
小
包
」
や
、
農
業
振

興
課
に
事
務
局
を
置
く
「
も
り
も
り
真
庭
ふ

る
さ
と
便
」
な
ど
、
各
地
域
で
真
庭
の
味
を
届

け
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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編集後記
ままににわわが スキッ !!
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　議会、職業体験など、今の中学生は多くの経験を
しています。ちょっと昔より自分探しの旅をたくさ
んしていて、うらやましいです。レールを敷かれる
のは嫌だけど、レールを敷くのは楽しいよ。 �福 
　
　今回お世話になった「どーなつの会」。皆さんと
ほんの少し楽しい時間を過ごせたことで、自分の中
の何かが変わったような気がします。何事もまずは
参加ですね。ご協力ありがとうございました。 �辰 
　
　取材先で昔遊びを体験しました。これが楽しくて、
まさに「童心に帰った」ひととき。子どもたちの表
情も、活き生きと輝いて見えました。広報紙をご覧
のお父さん・お母さん、お子さんとぜひ参加を！ ◯佳 

　

余
野
下
に
あ
る
大
正
時

代
の
農
家
建
築
を
利
用
し

た
民
家
。
格
子
戸
な
ど
の

建
築
美
が
す
ば
ら
し
い
で

す
。
ご
家
族
で
囲
炉
裏
を

囲
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先　

政
保
商

　

店　

℡
�
�
�
�（　

）
��

　

�
�
�
�

青
木
本
家 （
あ
お
き
ほ
ん
け
）

　昔の陣屋を復元したなかつい

陣屋（左）。隣の旧菅野邸は江

戸時代末期の民家で、郷土玩

具や古民具を展示しています。

問い合わせ先　なかつい陣屋 

　℡����-��-����

奥
吉
備
ほ
く
ぼ
う

な
か
つ
い
陣
屋

　
　
　
　
  
（
旧
菅
野
邸
）

　山里の民家を復元した茅葺

き民家では囲炉裏や五右衛門

風呂もあり、田舎暮らしを満

喫。また陶芸・木工・そば打

ち・餅つき・ソリ作りなども

体験できます。

問い合わせ先　クリエイト菅

　谷　℡����-��-����

※クリエイト菅谷、青木本家の囲炉裏は

　予約すれば利用できます。

 クリエ イ ト 菅 谷   （美甘）
すげ だに

茅葺き民家

今月は市内の
農村型リ ゾー トを紹介します
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